
 

 

44．． 林林業業ににおおけけるる災災害害事事例例  

１） 事例１ ＜元玉切りでかかり木処理したところ、落下してきた伐木が激突＞ 

 

２） 事例２ ＜小径木の斜め切りで伐木の伐倒方向が変わり、退避時につまずきソーチ

ェーンの刃先で被災＞ 

 

〇作業種類：チェーンソー伐木 間伐でかかり木が発生したため、元玉切り

で処理したところ、ガイドバーが挟まれ

た。これを引き抜こうとしたときに、かか

り木の上部が被災者に激突して下敷きにな

った 

 

〇誘因事象：元玉切りでかかり木が外れ落下 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・かかり木処理で危険作業とされる元玉切

りを行った 

・かかり木処理器具を所持していなかった 

・元玉切りは頭上の高い位置で、かつ谷側

で行ったのでガイドバーが挟まれた可能

性がある 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・急傾斜地で間伐を下部から上部に向かっ

て進めた 

〇管理的要因 

・［安衛則第 478 条］かかり木の処理作業における危険の防止が徹底していなかった 

・チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドラインのかかり木の処理作業

指示を徹底していなかった 

・作業者にかかり木処理道具や標識などを携帯させていなかった 

・かかり木処理作業指示書がなかった 

対

策 

・［安衛則第 478 条］かかり木の処理の作業における危険の防止を徹底する 

・安全衛生教育によるガイドラインにおける危険の防止を徹底する 

・作業計画書にかかり木処理方法を明記して、処理道具や標識の携帯を徹底する 

〇作業種類：チェーンソー伐木 小径木の斜め切りを行ったところ、伐倒方

向が変わり、被災者側に倒れてきた。逃げ

ようとしたときに、つまずきソーチェーン

の刃先で右膝を切傷した 

 

 

〇誘因事象：危険な斜め切り伐木 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・ 危険な斜め切り作業を行った 

・斜め切りで、つるが無く、瞬時に倒れた

ので退避する余裕がなかった 

・退避場の特定と退避路の確認が無かった 

・アイドリングでソーチェーンが回転する

ような整備を行っていた 

・日常的にチェーンブレーキを掛ける操作

を行っていなかった 

・防護ズボンの支給があったのに着用して

いなかった 

 

 

 

３） 事例３ ＜枝払い作業中にキックバックが発生して、左足甲を切創した＞ 

 

 

 〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・伐木等作業を行う作業指揮者が不在 

・退避場所及び経路の確認不足など教育レ

ベルが低い 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントの実施体

制が弱い 

 

〇管理的要因 

・作業指示者の選任と配置がない 

・作業マニュアルが無く、伐木技術の教育を行っていない 

・日常的なＫＹ活動、定期的なリスクアセスメントなど危険予知活動体制がない 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画を策定して作業環境の事前把握と安全作業計画を指示

する 

・［安衛則第 485 条］下肢の切創防止用保護衣の着用を徹底する 

・小径木であっても［安衛則第 477 条］伐木作業等における危険の防止を徹底し、周

囲の確認、退避場の選定、受け口を設けて、追い口切りで、つるを残す伐木を行う 

・[ガイドライン］のチェーンソーを携行し移動する前には、チェーンブレーキをか

けることを日常化する 

・正しいチェーンソー整備の指導と実施 

〇作業種類：チェーンソー枝払い 枝払い中にキックバックが発生して、あわ

ててチェーンソー押し戻したためソーチェ

ーンが左足甲にあたり切創 

 

〇誘因事象：不用意な枝払い及び危険な左足

足位置 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・不用意な枝払い作業 

・伐倒木の幹に左足を乗せていた 

・防護ブーツを着用していなかった 

〇環境的要因 

・作業経験が浅い作業者に対して、作業指

示者が不在であった 

・安全作業指示書がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントの実施体

制が弱い 

〇管理的要因 

・作業マニュアルが無く、作業経験が浅い者に対する指示・監督者の専任がない 

・日常的なＫＹ活動、定期的なリスクアセスメントなど危険予知活動体制がない 

・安全装備及びガイドラインの認識が低い 

対

策 

・伐木作業等における危険の防止を徹底し、枝払いの手順とキックバック等を予測し

た体・足位置を徹底する 

・現場管理体制として、現場責任者・指導者を選任して配置する 

・［ガイドライン］の防護ブーツの着用を徹底する 

・[ガイドライン］の作業計画を策定して作業環境の事前把握と安全作業計画を策定 
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33..1133 墜墜落落制制止止用用器器具具  

労働安全衛生法施行令の一部改正（平成 30 年６月８日政令第 184 号（完全施行日令和

４年１月２日））により、「安全帯」の名称が「墜落制止用器具」に改められました。ま

た、労働安全衛生規則等が一部改正され、高さが２ｍ以上の箇所であって作業床を設け

ることが困態なところでは、墜落制止用器具のうちフルハーネス型のものを用いて行う

作業が特別教育の対象となっています。 

立木伐倒などに伴う高さが２ｍ以上の高所作業の場合、原則労働者に墜落による危険

のおそれに応じた性能を有する墜落制止用器具を使用させなければなりません。 

墜落制止用器具は、厚生労働大臣が定める「墜落制止用器具の規格」の適合品でなけ

れば使用させることはできません。墜落制止用器具には、フルハーネス型と胴ベルト型

の二種類があり、フルハーネス型を原則とし、墜落時にフルハーネス型の着用者が地面

に到達するおそれのある場合の対応として胴ベルト型の使用ができます。 

詳細は、墜落制止用器具の安全な使用に関するガイ

ドラインを参照してください。 

なお、樹上作業で、墜落制止用器具の使用が著しく

困難な場合（フックがかけられない場合など）には、

墜落防止用器具の使用に代わる措置として、Ｕ字つり

用胴ベルト及び保護帽の使用などにより、墜落による

労働災害の防止を行う必要があります。 

図 3.37 墜落制止用器具 

（フルハーネス型） 

33..1144 蜂蜂刺刺さされれ対対策策  

ハチの活動は、巣を守るために近づく者を刺す７～10 月頃までがハチ刺されに要注意

時期です。特に、表 3.12 に示すとおりハチ刺されによる死亡者の 94％が 50 歳以上で、

加齢と、ともに毒に対する抵抗力の低下と、過去のハチ刺されによる抗体が体の中にで

きることが原因とされます。巣を発見した場合、危険が伴うので巣の位置を作業者同士

で共有して、避けることが肝要です。 

ハチ刺され予防対策は、裾・袖しまりの良い服装の着用、腕には手甲、足は履物の上

に脚絆を着用、刺されても針が通らない厚手の防蜂手袋の利用、防蜂網の装着ですが、

何れも夏季の猛暑時の使用は熱中症の危険もあり難しい課題があります。 

また、ハチ刺され対策として、抗ヒスタミン軟膏、飲み薬、ハチ用殺虫剤、傷口にあ

てて毒を吸い出す吸引器（リムーバー）などを携帯する作業場もあります。 

ハチアレルギー7F

*の人はハチに刺されたらその場で素早く注射できる自動注射器（エピ

 
* ハチに刺されたアレルギーで亡くなる人がいます。初めてハチに刺された人はハチ毒の抗原に対して抗体が作られます。２度目

に刺された時に、この抗体と、２度目のハチの毒の抗原が「抗原抗体反応」と呼ばれるアレルギー反応を起こす場合がありま

す。この抗原抗体反応により、体質によって「アナフィラキシー・ショック」と呼ばれる全身に重い症状が現れます。血圧が下

がり、脱力感、手足のしびれ、意識喪失、呼吸困難など、ひどい時には気道が腫れて窒息死することもあります。これらの症

状を緩和させるために、ハチに刺されたらその場で素早く注射できるように作られた「自動注射器（商品名：エピペン）」が

あります。エピペンは、事前に医療機関で抗体検査を受けて、陽性の場合のみエピペンの処方登録医の診察・処方を受け、

作業中に携帯することが義務づけられています。作業場でハチに刺された場合は、病院へ向かう間にアナフィラキシー症状（呼吸困難、血圧低下、

 

 

ペン）を携帯している人もいますが、エピペンの効果は 10～20 分 8F

*ほどしか効果が期待

できないので、エピペンを注射後、直ちに医師の治療を受ける必要があります。 

 

表 3.12 ハチ刺傷による年齢階層別死傷者 

出典：2024 年度版フォレストワーカー研修テキスト Vol１ 

 

 

3.14.1 蜂に刺されたときの処置 

①刺された場所から離れて、木陰や冷たい水の流れている沢の付近に退去し、刺され

た部分に蜂の毒針や毒嚢が残っていたら、直ちに引き抜く 

②できるだけ早く蜂毒吸引器で毒を吸い出す 

③刺されているところを、きれいな水で洗う 

④手や足を刺された場合は、心臓に近い方を止血ゴム等で縛る。さらに、数分間隔で

緩めたり、縛ったりする 

⑤赤くはれはじめたところに、抗ヒスタミン軟膏を塗る 

⑥初期症状として、発疹、流涙、せき、おう吐、下痢等の症状がある場合は、一刻も

早く医師の手当を受ける 

⑦アナフィラキシー・ショックが疑われる場合は、速やかにアドレナリンの自己注射

器（エピペン）を使用する 

⑧患者を移送するときは、気道が圧迫している状態なので、絶対に背負わず、担架で

救急車まで移送する 

 

 

 
意識障害など）を緩和させるため、自身で注射します。 

（出典：2024 年度版フォレストワーカー研修テキスト Vol１） 
* 事例：岐阜県森林整備課のアンケート調査結果では、１本の効果は 30 分で作業場によっては病院で適切な処置を受けるまでに２本

（１時間）必要なケースもあると報告されています。 

年齢区分 2020 2021 2022 2023
〜39歳 1 1 0 0 2  （  2.9%）

40〜49歳 1 0 1 0 2 （  2.9%）
50〜59歳 3 0 0 4 7 （10.1%）
60〜69歳 4 3 5 7 19 （27.5%）
70〜79歳 3 4 8 7 22 （31.9%）

 80歳〜 1 7 6 3 17 （24.6%）
計 13 15 20 21 69 （100.0%）

ハチ刺傷による年齢階層別死亡者数

計（割合）
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４） 事例４ ＜急斜面で枝払い作業中に伐倒木が谷側に滑り落ちて下敷きになる＞ 

 

５） 事例５ ＜Ｖ字谷斜面伐倒で、対岸の立木が根返りして伐木者に激突した＞ 

〇作業種類：チェーンソー枝払い 20 度の斜面で山手側に伐木したスギの枝

払い中に、伐倒木が谷側に滑り落ちて、下

敷きなり肋骨を骨折 

 

〇誘因事象：不用意な伐木と枝払い 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・安全な横方向等への伐倒ではなかった 

・急傾斜で倒木が滑り落ちる可能性を判断

できなかった 

・ずれ防止などの処置を講じていない 

〇環境的要因 

・安全作業指示書がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントの実施体

制がない 

・伐木等作業を行う作業指揮者が不在 

・倒木ずれ防止対策資材などの準備がない 

〇管理的要因 

・作業マニュアルが無く、作業経験が浅い者に対する作業指示者が不在 

・日常的なＫＹ活動など危険予知活動体制が弱い 

・安全作業及びガイドラインの認識が低い 

対

策 

・伐木作業等における危険の防止を徹底して、急傾斜地の安全な伐倒方向を厳守 

・現場管理体制として、危険な作業には必ず作業指示者を配置 

・[ガイドライン］の作業計画を策定して作業環境の事前把握と安全作業計画を策定 

〇作業種類：チェーンソー伐木 Ｖ字谷左岸斜面で伐木したスギ樹高 28m

が、右岸斜面のスギ樹高 28m にあたり、あ

たった木が大きく揺れ根返りして、左岸斜

面で退避していた伐木者に激突 

〇誘因事象：伐木方向の見過る 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・経験が浅い伐木技能 

・ガンマークで伐木方向を確認していない 

・退避時に倒木の動きを未確認 

〇環境的要因 

・実効性の高いチェーンソー教育がない 

・指差呼称で伐倒方向の確認が曖昧 

・リスクアセスメントの深掘りがない 

・伐木等作業を行う作業指揮者が不在 

〇管理的要因 

・作業マニュアルが無く、伐木技術の教育レベルが低い 

・日常的なＫＹ活動、定期的なリスクアセスメントなど危険予知活動体制が弱い 

対

策 

・実効性の高いチェーンソー伐木教育の実施 

・作業計画を策定して、安全な伐木作業手順を明確に指示 

・経験の浅い伐木者には作業指揮者を配置 

 

 

 

６） 事例６ ＜伐採現場内を移動途中に伐木が激突＞ 

 

７） 事例７ ＜立木の伐木作業中に激突＞（強風） 

〇作業種類：チェーンソー伐木 伐木者が声をかけ、相互確認して伐木し

たが、被災者に伐木の先端部分が激突 〇誘因事象：近接作業（他人伐倒） 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐倒範囲内に他の作業者がいることを確

認していなかった 

・周囲の確認不足 

・伐木時の合図が不十分 

〇環境的要因 

・作業範囲が比較的狭い中、樹高が 22m も

あるのに、狭い範囲で２名の作業者が同

時に作業を行っていた 

・作業の指示が明確でなかった 

〇管理的要因 

・［安衛則第481条］立入禁止を徹底していなかった 

・［ガイドライン］の作業計画を策定して作業者に周知していなかった 

対

策 

・［安衛則第 481 条］立入禁止を徹底 

・［安衛則第 479 条］伐倒の合図を定め、関係作業者に周知徹底 

・安全担当者の指名を行い、作業マニュアルの作成・周知徹底、安全教育を実施 

・複数の事業場の作業者が同一の場所で作業する場合は、作業指揮者を決める 

〇作業種類：チェーンソー伐木 伐木の枝払いを行っていた作業者に、強

風で約 90 度伐倒方向がずれた伐木が右肩

に激突 

〇誘因事象：近接作業（他人伐倒） 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐倒範囲内に他の作業者がいることを確

認していなかった（周囲の確認不足） 

・伐木時の合図が不十分 

・伐倒作業手順の樹高約２倍距離の確保が

なかった 

・受け口及び追い口が不適切であった 

〇環境的要因 

・作業指示及び安全活動を行っていたが作

業で活かされていない 

・気象や環境条件の把握が曖昧であった 

〇管理的要因 

・［安衛則第481条］立入禁止を徹底していなかった 

・［ガイドライン］の作業計画を策定して作業者に周知していなかった 

・伐倒者と枝打ち作業者の安全な退避距離や位置の相互確認がなかった 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画を策定して作業範囲を決めて近接作業を行わない 

・［安衛則第 481 条］立入禁止を徹底 

・[安衛則第 483 条］悪天候時の作業禁止を関係作業者に周知徹底 

・［安衛則第 479 条］伐倒の合図を定め、関係作業者に周知徹底 

・伐木等作業では作業指揮者を選任して、作業指示書の作業手順の徹底 
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44．． 林林業業ににおおけけるる災災害害事事例例  

１） 事例１ ＜元玉切りでかかり木処理したところ、落下してきた伐木が激突＞ 

 

２） 事例２ ＜小径木の斜め切りで伐木の伐倒方向が変わり、退避時につまずきソーチ

ェーンの刃先で被災＞ 

 

〇作業種類：チェーンソー伐木 間伐でかかり木が発生したため、元玉切り

で処理したところ、ガイドバーが挟まれ

た。これを引き抜こうとしたときに、かか

り木の上部が被災者に激突して下敷きにな

った 

 

〇誘因事象：元玉切りでかかり木が外れ落下 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・かかり木処理で危険作業とされる元玉切

りを行った 

・かかり木処理器具を所持していなかった 

・元玉切りは頭上の高い位置で、かつ谷側

で行ったのでガイドバーが挟まれた可能

性がある 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・急傾斜地で間伐を下部から上部に向かっ

て進めた 

〇管理的要因 

・［安衛則第 478 条］かかり木の処理作業における危険の防止が徹底していなかった 

・チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドラインのかかり木の処理作業

指示を徹底していなかった 

・作業者にかかり木処理道具や標識などを携帯させていなかった 

・かかり木処理作業指示書がなかった 

対

策 

・［安衛則第 478 条］かかり木の処理の作業における危険の防止を徹底する 

・安全衛生教育によるガイドラインにおける危険の防止を徹底する 

・作業計画書にかかり木処理方法を明記して、処理道具や標識の携帯を徹底する 

〇作業種類：チェーンソー伐木 小径木の斜め切りを行ったところ、伐倒方

向が変わり、被災者側に倒れてきた。逃げ

ようとしたときに、つまずきソーチェーン

の刃先で右膝を切傷した 

 

 

〇誘因事象：危険な斜め切り伐木 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・ 危険な斜め切り作業を行った 

・斜め切りで、つるが無く、瞬時に倒れた

ので退避する余裕がなかった 

・退避場の特定と退避路の確認が無かった 

・アイドリングでソーチェーンが回転する

ような整備を行っていた 

・日常的にチェーンブレーキを掛ける操作

を行っていなかった 

・防護ズボンの支給があったのに着用して

いなかった 

 

 

 

３） 事例３ ＜枝払い作業中にキックバックが発生して、左足甲を切創した＞ 

 

 

 〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・伐木等作業を行う作業指揮者が不在 

・退避場所及び経路の確認不足など教育レ

ベルが低い 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントの実施体

制が弱い 

 

〇管理的要因 

・作業指示者の選任と配置がない 

・作業マニュアルが無く、伐木技術の教育を行っていない 

・日常的なＫＹ活動、定期的なリスクアセスメントなど危険予知活動体制がない 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画を策定して作業環境の事前把握と安全作業計画を指示

する 

・［安衛則第 485 条］下肢の切創防止用保護衣の着用を徹底する 

・小径木であっても［安衛則第 477 条］伐木作業等における危険の防止を徹底し、周

囲の確認、退避場の選定、受け口を設けて、追い口切りで、つるを残す伐木を行う 

・[ガイドライン］のチェーンソーを携行し移動する前には、チェーンブレーキをか

けることを日常化する 

・正しいチェーンソー整備の指導と実施 

〇作業種類：チェーンソー枝払い 枝払い中にキックバックが発生して、あわ

ててチェーンソー押し戻したためソーチェ

ーンが左足甲にあたり切創 

 

〇誘因事象：不用意な枝払い及び危険な左足

足位置 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・不用意な枝払い作業 

・伐倒木の幹に左足を乗せていた 

・防護ブーツを着用していなかった 

〇環境的要因 

・作業経験が浅い作業者に対して、作業指

示者が不在であった 

・安全作業指示書がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントの実施体

制が弱い 

〇管理的要因 

・作業マニュアルが無く、作業経験が浅い者に対する指示・監督者の専任がない 

・日常的なＫＹ活動、定期的なリスクアセスメントなど危険予知活動体制がない 

・安全装備及びガイドラインの認識が低い 

対

策 

・伐木作業等における危険の防止を徹底し、枝払いの手順とキックバック等を予測し

た体・足位置を徹底する 

・現場管理体制として、現場責任者・指導者を選任して配置する 

・［ガイドライン］の防護ブーツの着用を徹底する 

・[ガイドライン］の作業計画を策定して作業環境の事前把握と安全作業計画を策定 
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４） 事例４ ＜急斜面で枝払い作業中に伐倒木が谷側に滑り落ちて下敷きになる＞ 

 

５） 事例５ ＜Ｖ字谷斜面伐倒で、対岸の立木が根返りして伐木者に激突した＞ 

〇作業種類：チェーンソー枝払い 20 度の斜面で山手側に伐木したスギの枝

払い中に、伐倒木が谷側に滑り落ちて、下

敷きなり肋骨を骨折 

 

〇誘因事象：不用意な伐木と枝払い 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・安全な横方向等への伐倒ではなかった 

・急傾斜で倒木が滑り落ちる可能性を判断

できなかった 

・ずれ防止などの処置を講じていない 

〇環境的要因 

・安全作業指示書がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントの実施体

制がない 

・伐木等作業を行う作業指揮者が不在 

・倒木ずれ防止対策資材などの準備がない 

〇管理的要因 

・作業マニュアルが無く、作業経験が浅い者に対する作業指示者が不在 

・日常的なＫＹ活動など危険予知活動体制が弱い 

・安全作業及びガイドラインの認識が低い 

対

策 

・伐木作業等における危険の防止を徹底して、急傾斜地の安全な伐倒方向を厳守 

・現場管理体制として、危険な作業には必ず作業指示者を配置 

・[ガイドライン］の作業計画を策定して作業環境の事前把握と安全作業計画を策定 

〇作業種類：チェーンソー伐木 Ｖ字谷左岸斜面で伐木したスギ樹高 28m

が、右岸斜面のスギ樹高 28m にあたり、あ

たった木が大きく揺れ根返りして、左岸斜

面で退避していた伐木者に激突 

〇誘因事象：伐木方向の見過る 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・経験が浅い伐木技能 

・ガンマークで伐木方向を確認していない 

・退避時に倒木の動きを未確認 

〇環境的要因 

・実効性の高いチェーンソー教育がない 

・指差呼称で伐倒方向の確認が曖昧 

・リスクアセスメントの深掘りがない 

・伐木等作業を行う作業指揮者が不在 

〇管理的要因 

・作業マニュアルが無く、伐木技術の教育レベルが低い 

・日常的なＫＹ活動、定期的なリスクアセスメントなど危険予知活動体制が弱い 

対

策 

・実効性の高いチェーンソー伐木教育の実施 

・作業計画を策定して、安全な伐木作業手順を明確に指示 

・経験の浅い伐木者には作業指揮者を配置 

 

 

 

６） 事例６ ＜伐採現場内を移動途中に伐木が激突＞ 

 

７） 事例７ ＜立木の伐木作業中に激突＞（強風） 

〇作業種類：チェーンソー伐木 伐木者が声をかけ、相互確認して伐木し

たが、被災者に伐木の先端部分が激突 〇誘因事象：近接作業（他人伐倒） 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐倒範囲内に他の作業者がいることを確

認していなかった 

・周囲の確認不足 

・伐木時の合図が不十分 

〇環境的要因 

・作業範囲が比較的狭い中、樹高が 22m も

あるのに、狭い範囲で２名の作業者が同

時に作業を行っていた 

・作業の指示が明確でなかった 

〇管理的要因 

・［安衛則第481条］立入禁止を徹底していなかった 

・［ガイドライン］の作業計画を策定して作業者に周知していなかった 

対

策 

・［安衛則第 481 条］立入禁止を徹底 

・［安衛則第 479 条］伐倒の合図を定め、関係作業者に周知徹底 

・安全担当者の指名を行い、作業マニュアルの作成・周知徹底、安全教育を実施 

・複数の事業場の作業者が同一の場所で作業する場合は、作業指揮者を決める 

〇作業種類：チェーンソー伐木 伐木の枝払いを行っていた作業者に、強

風で約 90 度伐倒方向がずれた伐木が右肩

に激突 

〇誘因事象：近接作業（他人伐倒） 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐倒範囲内に他の作業者がいることを確

認していなかった（周囲の確認不足） 

・伐木時の合図が不十分 

・伐倒作業手順の樹高約２倍距離の確保が

なかった 

・受け口及び追い口が不適切であった 

〇環境的要因 

・作業指示及び安全活動を行っていたが作

業で活かされていない 

・気象や環境条件の把握が曖昧であった 

〇管理的要因 

・［安衛則第481条］立入禁止を徹底していなかった 

・［ガイドライン］の作業計画を策定して作業者に周知していなかった 

・伐倒者と枝打ち作業者の安全な退避距離や位置の相互確認がなかった 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画を策定して作業範囲を決めて近接作業を行わない 

・［安衛則第 481 条］立入禁止を徹底 

・[安衛則第 483 条］悪天候時の作業禁止を関係作業者に周知徹底 

・［安衛則第 479 条］伐倒の合図を定め、関係作業者に周知徹底 

・伐木等作業では作業指揮者を選任して、作業指示書の作業手順の徹底 
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44．． 林林業業ににおおけけるる災災害害事事例例  

１） 事例１ ＜元玉切りでかかり木処理したところ、落下してきた伐木が激突＞ 

 

２） 事例２ ＜小径木の斜め切りで伐木の伐倒方向が変わり、退避時につまずきソーチ

ェーンの刃先で被災＞ 

 

〇作業種類：チェーンソー伐木 間伐でかかり木が発生したため、元玉切り

で処理したところ、ガイドバーが挟まれ

た。これを引き抜こうとしたときに、かか

り木の上部が被災者に激突して下敷きにな

った 

 

〇誘因事象：元玉切りでかかり木が外れ落下 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・かかり木処理で危険作業とされる元玉切

りを行った 

・かかり木処理器具を所持していなかった 

・元玉切りは頭上の高い位置で、かつ谷側

で行ったのでガイドバーが挟まれた可能

性がある 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・急傾斜地で間伐を下部から上部に向かっ

て進めた 

〇管理的要因 

・［安衛則第 478 条］かかり木の処理作業における危険の防止が徹底していなかった 

・チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドラインのかかり木の処理作業

指示を徹底していなかった 

・作業者にかかり木処理道具や標識などを携帯させていなかった 

・かかり木処理作業指示書がなかった 

対

策 

・［安衛則第 478 条］かかり木の処理の作業における危険の防止を徹底する 

・安全衛生教育によるガイドラインにおける危険の防止を徹底する 

・作業計画書にかかり木処理方法を明記して、処理道具や標識の携帯を徹底する 

〇作業種類：チェーンソー伐木 小径木の斜め切りを行ったところ、伐倒方

向が変わり、被災者側に倒れてきた。逃げ

ようとしたときに、つまずきソーチェーン

の刃先で右膝を切傷した 

 

 

〇誘因事象：危険な斜め切り伐木 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・ 危険な斜め切り作業を行った 

・斜め切りで、つるが無く、瞬時に倒れた

ので退避する余裕がなかった 

・退避場の特定と退避路の確認が無かった 

・アイドリングでソーチェーンが回転する

ような整備を行っていた 

・日常的にチェーンブレーキを掛ける操作

を行っていなかった 

・防護ズボンの支給があったのに着用して

いなかった 

 

 

 

３） 事例３ ＜枝払い作業中にキックバックが発生して、左足甲を切創した＞ 

 

 

 〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・伐木等作業を行う作業指揮者が不在 

・退避場所及び経路の確認不足など教育レ

ベルが低い 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントの実施体

制が弱い 

 

〇管理的要因 

・作業指示者の選任と配置がない 

・作業マニュアルが無く、伐木技術の教育を行っていない 

・日常的なＫＹ活動、定期的なリスクアセスメントなど危険予知活動体制がない 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画を策定して作業環境の事前把握と安全作業計画を指示

する 

・［安衛則第 485 条］下肢の切創防止用保護衣の着用を徹底する 

・小径木であっても［安衛則第 477 条］伐木作業等における危険の防止を徹底し、周

囲の確認、退避場の選定、受け口を設けて、追い口切りで、つるを残す伐木を行う 

・[ガイドライン］のチェーンソーを携行し移動する前には、チェーンブレーキをか

けることを日常化する 

・正しいチェーンソー整備の指導と実施 

〇作業種類：チェーンソー枝払い 枝払い中にキックバックが発生して、あわ

ててチェーンソー押し戻したためソーチェ

ーンが左足甲にあたり切創 

 

〇誘因事象：不用意な枝払い及び危険な左足

足位置 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・不用意な枝払い作業 

・伐倒木の幹に左足を乗せていた 

・防護ブーツを着用していなかった 

〇環境的要因 

・作業経験が浅い作業者に対して、作業指

示者が不在であった 

・安全作業指示書がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントの実施体

制が弱い 

〇管理的要因 

・作業マニュアルが無く、作業経験が浅い者に対する指示・監督者の専任がない 

・日常的なＫＹ活動、定期的なリスクアセスメントなど危険予知活動体制がない 

・安全装備及びガイドラインの認識が低い 

対

策 

・伐木作業等における危険の防止を徹底し、枝払いの手順とキックバック等を予測し

た体・足位置を徹底する 

・現場管理体制として、現場責任者・指導者を選任して配置する 

・［ガイドライン］の防護ブーツの着用を徹底する 

・[ガイドライン］の作業計画を策定して作業環境の事前把握と安全作業計画を策定 
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８） 事例８ ＜かかり木を放置した結果、かかり木が外れて激突＞ 

 

９） 事例９ ＜かかり木にあびせ倒して、二重にかかってしまった木の処理中に反発し

た材が激突（下敷き）＞ 

〇作業種類：チェーンソー伐木 間伐作業でかかり木を放置し、かかり木

すぐ側の伐木の枝払い中に、かかり木が

外れ激突 
〇誘因事象：かかり木が外れた 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・かかり木処理の基本的事項を尊守しなか

った 

・かかり木処理の危険の認識が低かった 

〇環境的要因 

・かかり木処理を行わず、標識や縄張りな

どもなくそのまま放置した 

・かかり木の側で他の作業を行った 

・間伐作業でかかり木の可能性があるのに

処理道具を携帯していなかった 

〇管理的要因 

・［安衛則第 478 条］かかり木の処理作業における危険の防止が徹底していなかった 

・チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドラインのかかり木の処理作業

指示を徹底していなかった 

・作業者にかかり木処理道具や標識などを携帯させていなかった 

・かかり木処理作業指示書がなかった 

対

策 

・［安衛則第 478 条］かかり木の処理の作業における危険の防止を徹底 

・安全衛生教育によるガイドラインなどの普及啓発 

・作業計画書にかかり木処理方法を明記して、処理道具や標識の携帯を徹底 

〇作業種類：チェーンソー伐木 かかり木を外すために連続して２本あび

せ倒しをしたが外れなかった。２本目に

倒した木のツルを切断中に、湾曲して圧

力がかかっていたツルが切れ、処理木が

激突（下敷き） 

〇誘因事象：かかり木が外れた 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・かかり木処理の禁止行為のあびせ倒しで

処理しようとした 

・湾曲する処理木の応力を過少評価し、元

口の圧力判断を誤った 

・かかり木処理の危険の認識が低かった 

〇環境的要因 

・間伐作業でかかり木の可能性があるのに

処理道具を携帯していなかった 

・湾曲する伐倒木に強い力がかかっていた 

 

 

 

１０） 事例 10 ＜伐倒中、退避した場所に小端部が折れて飛来・落下して激突＞ 

 

 

〇管理的要因 

・［安衛則第 478 条］かかり木の処理の作業における危険の防止が徹底していなかった 

・［ガイドライン］のかかり木の処理作業指示を徹底していなかった 

・作業者にかかり木処理道具や標識などを携帯させていなかった 

・かかり木処理作業指示書がなかった 

対

策 

・［安衛則第 478 条］かかり木の処理の作業における危険の防止を徹底 

・安全衛生教育によるガイドラインなどの普及啓発 

・作業計画書にかかり木処理方法を明記して、処理道具や標識の携帯を徹底 

〇作業種類：チェーンソー伐木 斜面で伐木方向を誤り、小端部が欠損木

にあたり折れて、２ｍ後方に退避した被

災者に飛来・落下して激突 
〇誘因事象：伐木と障害物が接触 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・周囲の確認と退避方向の確認不足 

・追い口、受け口、ツルの作り方の誤り 

・長い林業経験から自分の技量に慢心があ

った 

〇環境的要因 

・大径木のため慎重な伐木作業が必要であ

った 

〇管理的要因 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査がなく作業環境が把握されていない 

・伐木技術のスキルアップなどの教育レベルが低い 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントの実施体制が弱い 

対

策 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・［ガイドライン］の作業計画を策定して周辺環境の事前把握 

・周囲の確認（作業中に危険の生ずるおそれのあるものを取り除く） 

・退避する場所をあらかじめ選定して退避 

・伐倒直前には、伐倒方向、周囲の状況、退避場所を再確認 
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４） 事例４ ＜急斜面で枝払い作業中に伐倒木が谷側に滑り落ちて下敷きになる＞ 

 

５） 事例５ ＜Ｖ字谷斜面伐倒で、対岸の立木が根返りして伐木者に激突した＞ 

〇作業種類：チェーンソー枝払い 20 度の斜面で山手側に伐木したスギの枝

払い中に、伐倒木が谷側に滑り落ちて、下

敷きなり肋骨を骨折 

 

〇誘因事象：不用意な伐木と枝払い 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・安全な横方向等への伐倒ではなかった 

・急傾斜で倒木が滑り落ちる可能性を判断

できなかった 

・ずれ防止などの処置を講じていない 

〇環境的要因 

・安全作業指示書がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントの実施体

制がない 

・伐木等作業を行う作業指揮者が不在 

・倒木ずれ防止対策資材などの準備がない 

〇管理的要因 

・作業マニュアルが無く、作業経験が浅い者に対する作業指示者が不在 

・日常的なＫＹ活動など危険予知活動体制が弱い 

・安全作業及びガイドラインの認識が低い 

対

策 

・伐木作業等における危険の防止を徹底して、急傾斜地の安全な伐倒方向を厳守 

・現場管理体制として、危険な作業には必ず作業指示者を配置 

・[ガイドライン］の作業計画を策定して作業環境の事前把握と安全作業計画を策定 

〇作業種類：チェーンソー伐木 Ｖ字谷左岸斜面で伐木したスギ樹高 28m

が、右岸斜面のスギ樹高 28m にあたり、あ

たった木が大きく揺れ根返りして、左岸斜

面で退避していた伐木者に激突 

〇誘因事象：伐木方向の見過る 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・経験が浅い伐木技能 

・ガンマークで伐木方向を確認していない 

・退避時に倒木の動きを未確認 

〇環境的要因 

・実効性の高いチェーンソー教育がない 

・指差呼称で伐倒方向の確認が曖昧 

・リスクアセスメントの深掘りがない 

・伐木等作業を行う作業指揮者が不在 

〇管理的要因 

・作業マニュアルが無く、伐木技術の教育レベルが低い 

・日常的なＫＹ活動、定期的なリスクアセスメントなど危険予知活動体制が弱い 

対

策 

・実効性の高いチェーンソー伐木教育の実施 

・作業計画を策定して、安全な伐木作業手順を明確に指示 

・経験の浅い伐木者には作業指揮者を配置 

 

 

 

６） 事例６ ＜伐採現場内を移動途中に伐木が激突＞ 

 

７） 事例７ ＜立木の伐木作業中に激突＞（強風） 

〇作業種類：チェーンソー伐木 伐木者が声をかけ、相互確認して伐木し

たが、被災者に伐木の先端部分が激突 〇誘因事象：近接作業（他人伐倒） 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐倒範囲内に他の作業者がいることを確

認していなかった 

・周囲の確認不足 

・伐木時の合図が不十分 

〇環境的要因 

・作業範囲が比較的狭い中、樹高が 22m も

あるのに、狭い範囲で２名の作業者が同

時に作業を行っていた 

・作業の指示が明確でなかった 

〇管理的要因 

・［安衛則第481条］立入禁止を徹底していなかった 

・［ガイドライン］の作業計画を策定して作業者に周知していなかった 

対

策 

・［安衛則第 481 条］立入禁止を徹底 

・［安衛則第 479 条］伐倒の合図を定め、関係作業者に周知徹底 

・安全担当者の指名を行い、作業マニュアルの作成・周知徹底、安全教育を実施 

・複数の事業場の作業者が同一の場所で作業する場合は、作業指揮者を決める 

〇作業種類：チェーンソー伐木 伐木の枝払いを行っていた作業者に、強

風で約 90 度伐倒方向がずれた伐木が右肩

に激突 

〇誘因事象：近接作業（他人伐倒） 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐倒範囲内に他の作業者がいることを確

認していなかった（周囲の確認不足） 

・伐木時の合図が不十分 

・伐倒作業手順の樹高約２倍距離の確保が

なかった 

・受け口及び追い口が不適切であった 

〇環境的要因 

・作業指示及び安全活動を行っていたが作

業で活かされていない 

・気象や環境条件の把握が曖昧であった 

〇管理的要因 

・［安衛則第481条］立入禁止を徹底していなかった 

・［ガイドライン］の作業計画を策定して作業者に周知していなかった 

・伐倒者と枝打ち作業者の安全な退避距離や位置の相互確認がなかった 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画を策定して作業範囲を決めて近接作業を行わない 

・［安衛則第 481 条］立入禁止を徹底 

・[安衛則第 483 条］悪天候時の作業禁止を関係作業者に周知徹底 

・［安衛則第 479 条］伐倒の合図を定め、関係作業者に周知徹底 

・伐木等作業では作業指揮者を選任して、作業指示書の作業手順の徹底 
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８） 事例８ ＜かかり木を放置した結果、かかり木が外れて激突＞ 

 

９） 事例９ ＜かかり木にあびせ倒して、二重にかかってしまった木の処理中に反発し

た材が激突（下敷き）＞ 

〇作業種類：チェーンソー伐木 間伐作業でかかり木を放置し、かかり木

すぐ側の伐木の枝払い中に、かかり木が

外れ激突 
〇誘因事象：かかり木が外れた 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・かかり木処理の基本的事項を尊守しなか

った 

・かかり木処理の危険の認識が低かった 

〇環境的要因 

・かかり木処理を行わず、標識や縄張りな

どもなくそのまま放置した 

・かかり木の側で他の作業を行った 

・間伐作業でかかり木の可能性があるのに

処理道具を携帯していなかった 

〇管理的要因 

・［安衛則第 478 条］かかり木の処理作業における危険の防止が徹底していなかった 

・チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドラインのかかり木の処理作業

指示を徹底していなかった 

・作業者にかかり木処理道具や標識などを携帯させていなかった 

・かかり木処理作業指示書がなかった 

対

策 

・［安衛則第 478 条］かかり木の処理の作業における危険の防止を徹底 

・安全衛生教育によるガイドラインなどの普及啓発 

・作業計画書にかかり木処理方法を明記して、処理道具や標識の携帯を徹底 

〇作業種類：チェーンソー伐木 かかり木を外すために連続して２本あび

せ倒しをしたが外れなかった。２本目に

倒した木のツルを切断中に、湾曲して圧

力がかかっていたツルが切れ、処理木が

激突（下敷き） 

〇誘因事象：かかり木が外れた 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・かかり木処理の禁止行為のあびせ倒しで

処理しようとした 

・湾曲する処理木の応力を過少評価し、元

口の圧力判断を誤った 

・かかり木処理の危険の認識が低かった 

〇環境的要因 

・間伐作業でかかり木の可能性があるのに

処理道具を携帯していなかった 

・湾曲する伐倒木に強い力がかかっていた 

 

 

 

１０） 事例 10 ＜伐倒中、退避した場所に小端部が折れて飛来・落下して激突＞ 

 

 

〇管理的要因 

・［安衛則第 478 条］かかり木の処理の作業における危険の防止が徹底していなかった 

・［ガイドライン］のかかり木の処理作業指示を徹底していなかった 

・作業者にかかり木処理道具や標識などを携帯させていなかった 

・かかり木処理作業指示書がなかった 

対

策 

・［安衛則第 478 条］かかり木の処理の作業における危険の防止を徹底 

・安全衛生教育によるガイドラインなどの普及啓発 

・作業計画書にかかり木処理方法を明記して、処理道具や標識の携帯を徹底 

〇作業種類：チェーンソー伐木 斜面で伐木方向を誤り、小端部が欠損木

にあたり折れて、２ｍ後方に退避した被

災者に飛来・落下して激突 
〇誘因事象：伐木と障害物が接触 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・周囲の確認と退避方向の確認不足 

・追い口、受け口、ツルの作り方の誤り 

・長い林業経験から自分の技量に慢心があ

った 

〇環境的要因 

・大径木のため慎重な伐木作業が必要であ

った 

〇管理的要因 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査がなく作業環境が把握されていない 

・伐木技術のスキルアップなどの教育レベルが低い 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントの実施体制が弱い 

対

策 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・［ガイドライン］の作業計画を策定して周辺環境の事前把握 

・周囲の確認（作業中に危険の生ずるおそれのあるものを取り除く） 

・退避する場所をあらかじめ選定して退避 

・伐倒直前には、伐倒方向、周囲の状況、退避場所を再確認 
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４） 事例４ ＜急斜面で枝払い作業中に伐倒木が谷側に滑り落ちて下敷きになる＞ 

 

５） 事例５ ＜Ｖ字谷斜面伐倒で、対岸の立木が根返りして伐木者に激突した＞ 

〇作業種類：チェーンソー枝払い 20 度の斜面で山手側に伐木したスギの枝

払い中に、伐倒木が谷側に滑り落ちて、下

敷きなり肋骨を骨折 

 

〇誘因事象：不用意な伐木と枝払い 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・安全な横方向等への伐倒ではなかった 

・急傾斜で倒木が滑り落ちる可能性を判断

できなかった 

・ずれ防止などの処置を講じていない 

〇環境的要因 

・安全作業指示書がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントの実施体

制がない 

・伐木等作業を行う作業指揮者が不在 

・倒木ずれ防止対策資材などの準備がない 

〇管理的要因 

・作業マニュアルが無く、作業経験が浅い者に対する作業指示者が不在 

・日常的なＫＹ活動など危険予知活動体制が弱い 

・安全作業及びガイドラインの認識が低い 

対

策 

・伐木作業等における危険の防止を徹底して、急傾斜地の安全な伐倒方向を厳守 

・現場管理体制として、危険な作業には必ず作業指示者を配置 

・[ガイドライン］の作業計画を策定して作業環境の事前把握と安全作業計画を策定 

〇作業種類：チェーンソー伐木 Ｖ字谷左岸斜面で伐木したスギ樹高 28m

が、右岸斜面のスギ樹高 28m にあたり、あ

たった木が大きく揺れ根返りして、左岸斜

面で退避していた伐木者に激突 

〇誘因事象：伐木方向の見過る 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・経験が浅い伐木技能 

・ガンマークで伐木方向を確認していない 

・退避時に倒木の動きを未確認 

〇環境的要因 

・実効性の高いチェーンソー教育がない 

・指差呼称で伐倒方向の確認が曖昧 

・リスクアセスメントの深掘りがない 

・伐木等作業を行う作業指揮者が不在 

〇管理的要因 

・作業マニュアルが無く、伐木技術の教育レベルが低い 

・日常的なＫＹ活動、定期的なリスクアセスメントなど危険予知活動体制が弱い 

対

策 

・実効性の高いチェーンソー伐木教育の実施 

・作業計画を策定して、安全な伐木作業手順を明確に指示 

・経験の浅い伐木者には作業指揮者を配置 

 

 

 

６） 事例６ ＜伐採現場内を移動途中に伐木が激突＞ 

 

７） 事例７ ＜立木の伐木作業中に激突＞（強風） 

〇作業種類：チェーンソー伐木 伐木者が声をかけ、相互確認して伐木し

たが、被災者に伐木の先端部分が激突 〇誘因事象：近接作業（他人伐倒） 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐倒範囲内に他の作業者がいることを確

認していなかった 

・周囲の確認不足 

・伐木時の合図が不十分 

〇環境的要因 

・作業範囲が比較的狭い中、樹高が 22m も

あるのに、狭い範囲で２名の作業者が同

時に作業を行っていた 

・作業の指示が明確でなかった 

〇管理的要因 

・［安衛則第481条］立入禁止を徹底していなかった 

・［ガイドライン］の作業計画を策定して作業者に周知していなかった 

対

策 

・［安衛則第 481 条］立入禁止を徹底 

・［安衛則第 479 条］伐倒の合図を定め、関係作業者に周知徹底 

・安全担当者の指名を行い、作業マニュアルの作成・周知徹底、安全教育を実施 

・複数の事業場の作業者が同一の場所で作業する場合は、作業指揮者を決める 

〇作業種類：チェーンソー伐木 伐木の枝払いを行っていた作業者に、強

風で約 90 度伐倒方向がずれた伐木が右肩

に激突 

〇誘因事象：近接作業（他人伐倒） 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐倒範囲内に他の作業者がいることを確

認していなかった（周囲の確認不足） 

・伐木時の合図が不十分 

・伐倒作業手順の樹高約２倍距離の確保が

なかった 

・受け口及び追い口が不適切であった 

〇環境的要因 

・作業指示及び安全活動を行っていたが作

業で活かされていない 

・気象や環境条件の把握が曖昧であった 

〇管理的要因 

・［安衛則第481条］立入禁止を徹底していなかった 

・［ガイドライン］の作業計画を策定して作業者に周知していなかった 

・伐倒者と枝打ち作業者の安全な退避距離や位置の相互確認がなかった 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画を策定して作業範囲を決めて近接作業を行わない 

・［安衛則第 481 条］立入禁止を徹底 

・[安衛則第 483 条］悪天候時の作業禁止を関係作業者に周知徹底 

・［安衛則第 479 条］伐倒の合図を定め、関係作業者に周知徹底 

・伐木等作業では作業指揮者を選任して、作業指示書の作業手順の徹底 
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１１） 事例 11 ＜伐木の方向が変化して近接作業者に激突＞ 

 

１２） 事例 12 ＜ツルで引きちぎられた枝が飛来・落下して激突＞ 

〇作業種類：チェーンソー伐木 同僚二人で伐木作業中に、上部斜面で伐

木したスギ 22m にクサビを打ち込んだと

ころ、伐木方向が 40 度谷側に変化して、

20m 下部斜面で伐木していた同僚に梢端

が激突 

 

〇誘因事象：近接伐木作業 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・未熟な伐木技術 

・安衛則等禁止行為の知識不足 

・作業場内コミュニケーション不足 

〇環境的要因 

・体系的で安全伐木教育等の機会不足 

・作業班内で各作業の情報共有がない 

・上下作業の共有認識がない 

・伐木合図の相互認識などチーム内のコミ

ュケーション不足 

〇管理的要因 

・安衛則等禁止行為の教育不足 

・行下作業禁止の指導不足 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・作業場内コミュニケーション活性化 

・［安衛則第 481 条］立入禁止を徹底 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

〇作業種類：チェーンソー伐木 林縁の針葉樹の伐木時に樹冠に巻き付い

ていたツルが広葉樹の枝を引きちぎり退

避していた被災者に飛来・落下して激突 
〇誘因事象：ツル絡みで枝が飛来・落下 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・周囲の確認不足（ツル絡みの見落とし）

あるいは危険情報を知りつつ作業を省略 

・退避方向・場所の選定ミス 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・特異な林縁の把握と対策不足 

・退避場所は周辺環境を勘案して、できる

だけ立木などの陰に選定 

 

 

 

１３） 事例 13 ＜冬季伐倒中に樹冠部が雪塊と一緒に折れて落下し下敷になる＞ 

 

〇管理的要因 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業環境の把握をしていない 

・林縁など特殊環境の知識の取得と高度な伐木技術の教育がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・周囲の確認（作業中に危険の生ずるおそれのあるものを取り除く） 

・退避する場所をあらかじめ選定して退避 

・伐倒直前には、伐倒方向、周囲の状況、退避場所を再確認 

〇作業種類：チェーンソー伐木 冬季伐木中に広葉樹の樹冠部が雪塊と一

緒に折れて落下して下敷 

 

〇誘因事象：樹幹部が落下 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・周囲の確認不足（上方確認の見落とし）

あるいは危険情報を知りつつ作業を省略 

・伐倒木の樹勢の判断ミス 

〇環境的要因 

・冬季伐採の安全作業指示がない 

・作業計画策定による事前調査不足 

・伐木時の指差し呼称の徹底指導が弱い 

 

〇管理的要因 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業環境の把握が弱い 

・冬季の伐採スクアセスメント実施体制が弱い 

・作業前のＫＹ活動がない 

・危険作業に伴う現場指示者の選任と現場管理がない 

対

策 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・伐倒直前には、伐倒方向、周囲の状況、退避場所を再確認 

・危険作業に伴う現場指示者の選任と現場管理の徹底 

53

 

 

 

８） 事例８ ＜かかり木を放置した結果、かかり木が外れて激突＞ 

 

９） 事例９ ＜かかり木にあびせ倒して、二重にかかってしまった木の処理中に反発し

た材が激突（下敷き）＞ 

〇作業種類：チェーンソー伐木 間伐作業でかかり木を放置し、かかり木

すぐ側の伐木の枝払い中に、かかり木が

外れ激突 
〇誘因事象：かかり木が外れた 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・かかり木処理の基本的事項を尊守しなか

った 

・かかり木処理の危険の認識が低かった 

〇環境的要因 

・かかり木処理を行わず、標識や縄張りな

どもなくそのまま放置した 

・かかり木の側で他の作業を行った 

・間伐作業でかかり木の可能性があるのに

処理道具を携帯していなかった 

〇管理的要因 

・［安衛則第 478 条］かかり木の処理作業における危険の防止が徹底していなかった 

・チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドラインのかかり木の処理作業

指示を徹底していなかった 

・作業者にかかり木処理道具や標識などを携帯させていなかった 

・かかり木処理作業指示書がなかった 

対

策 

・［安衛則第 478 条］かかり木の処理の作業における危険の防止を徹底 

・安全衛生教育によるガイドラインなどの普及啓発 

・作業計画書にかかり木処理方法を明記して、処理道具や標識の携帯を徹底 

〇作業種類：チェーンソー伐木 かかり木を外すために連続して２本あび

せ倒しをしたが外れなかった。２本目に

倒した木のツルを切断中に、湾曲して圧

力がかかっていたツルが切れ、処理木が

激突（下敷き） 

〇誘因事象：かかり木が外れた 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・かかり木処理の禁止行為のあびせ倒しで

処理しようとした 

・湾曲する処理木の応力を過少評価し、元

口の圧力判断を誤った 

・かかり木処理の危険の認識が低かった 

〇環境的要因 

・間伐作業でかかり木の可能性があるのに

処理道具を携帯していなかった 

・湾曲する伐倒木に強い力がかかっていた 

 

 

 

１０） 事例 10 ＜伐倒中、退避した場所に小端部が折れて飛来・落下して激突＞ 

 

 

〇管理的要因 

・［安衛則第 478 条］かかり木の処理の作業における危険の防止が徹底していなかった 

・［ガイドライン］のかかり木の処理作業指示を徹底していなかった 

・作業者にかかり木処理道具や標識などを携帯させていなかった 

・かかり木処理作業指示書がなかった 

対

策 

・［安衛則第 478 条］かかり木の処理の作業における危険の防止を徹底 

・安全衛生教育によるガイドラインなどの普及啓発 

・作業計画書にかかり木処理方法を明記して、処理道具や標識の携帯を徹底 

〇作業種類：チェーンソー伐木 斜面で伐木方向を誤り、小端部が欠損木

にあたり折れて、２ｍ後方に退避した被

災者に飛来・落下して激突 
〇誘因事象：伐木と障害物が接触 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・周囲の確認と退避方向の確認不足 

・追い口、受け口、ツルの作り方の誤り 

・長い林業経験から自分の技量に慢心があ

った 

〇環境的要因 

・大径木のため慎重な伐木作業が必要であ

った 

〇管理的要因 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査がなく作業環境が把握されていない 

・伐木技術のスキルアップなどの教育レベルが低い 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントの実施体制が弱い 

対

策 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・［ガイドライン］の作業計画を策定して周辺環境の事前把握 

・周囲の確認（作業中に危険の生ずるおそれのあるものを取り除く） 

・退避する場所をあらかじめ選定して退避 

・伐倒直前には、伐倒方向、周囲の状況、退避場所を再確認 
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１１） 事例 11 ＜伐木の方向が変化して近接作業者に激突＞ 

 

１２） 事例 12 ＜ツルで引きちぎられた枝が飛来・落下して激突＞ 

〇作業種類：チェーンソー伐木 同僚二人で伐木作業中に、上部斜面で伐

木したスギ 22m にクサビを打ち込んだと

ころ、伐木方向が 40 度谷側に変化して、

20m 下部斜面で伐木していた同僚に梢端

が激突 

 

〇誘因事象：近接伐木作業 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・未熟な伐木技術 

・安衛則等禁止行為の知識不足 

・作業場内コミュニケーション不足 

〇環境的要因 

・体系的で安全伐木教育等の機会不足 

・作業班内で各作業の情報共有がない 

・上下作業の共有認識がない 

・伐木合図の相互認識などチーム内のコミ

ュケーション不足 

〇管理的要因 

・安衛則等禁止行為の教育不足 

・行下作業禁止の指導不足 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・作業場内コミュニケーション活性化 

・［安衛則第 481 条］立入禁止を徹底 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

〇作業種類：チェーンソー伐木 林縁の針葉樹の伐木時に樹冠に巻き付い

ていたツルが広葉樹の枝を引きちぎり退

避していた被災者に飛来・落下して激突 
〇誘因事象：ツル絡みで枝が飛来・落下 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・周囲の確認不足（ツル絡みの見落とし）

あるいは危険情報を知りつつ作業を省略 

・退避方向・場所の選定ミス 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・特異な林縁の把握と対策不足 

・退避場所は周辺環境を勘案して、できる

だけ立木などの陰に選定 

 

 

 

１３） 事例 13 ＜冬季伐倒中に樹冠部が雪塊と一緒に折れて落下し下敷になる＞ 

 

〇管理的要因 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業環境の把握をしていない 

・林縁など特殊環境の知識の取得と高度な伐木技術の教育がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・周囲の確認（作業中に危険の生ずるおそれのあるものを取り除く） 

・退避する場所をあらかじめ選定して退避 

・伐倒直前には、伐倒方向、周囲の状況、退避場所を再確認 

〇作業種類：チェーンソー伐木 冬季伐木中に広葉樹の樹冠部が雪塊と一

緒に折れて落下して下敷 

 

〇誘因事象：樹幹部が落下 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・周囲の確認不足（上方確認の見落とし）

あるいは危険情報を知りつつ作業を省略 

・伐倒木の樹勢の判断ミス 

〇環境的要因 

・冬季伐採の安全作業指示がない 

・作業計画策定による事前調査不足 

・伐木時の指差し呼称の徹底指導が弱い 

 

〇管理的要因 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業環境の把握が弱い 

・冬季の伐採スクアセスメント実施体制が弱い 

・作業前のＫＹ活動がない 

・危険作業に伴う現場指示者の選任と現場管理がない 

対

策 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・伐倒直前には、伐倒方向、周囲の状況、退避場所を再確認 

・危険作業に伴う現場指示者の選任と現場管理の徹底 
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８） 事例８ ＜かかり木を放置した結果、かかり木が外れて激突＞ 

 

９） 事例９ ＜かかり木にあびせ倒して、二重にかかってしまった木の処理中に反発し

た材が激突（下敷き）＞ 

〇作業種類：チェーンソー伐木 間伐作業でかかり木を放置し、かかり木

すぐ側の伐木の枝払い中に、かかり木が

外れ激突 
〇誘因事象：かかり木が外れた 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・かかり木処理の基本的事項を尊守しなか

った 

・かかり木処理の危険の認識が低かった 

〇環境的要因 

・かかり木処理を行わず、標識や縄張りな

どもなくそのまま放置した 

・かかり木の側で他の作業を行った 

・間伐作業でかかり木の可能性があるのに

処理道具を携帯していなかった 

〇管理的要因 

・［安衛則第 478 条］かかり木の処理作業における危険の防止が徹底していなかった 

・チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドラインのかかり木の処理作業

指示を徹底していなかった 

・作業者にかかり木処理道具や標識などを携帯させていなかった 

・かかり木処理作業指示書がなかった 

対

策 

・［安衛則第 478 条］かかり木の処理の作業における危険の防止を徹底 

・安全衛生教育によるガイドラインなどの普及啓発 

・作業計画書にかかり木処理方法を明記して、処理道具や標識の携帯を徹底 

〇作業種類：チェーンソー伐木 かかり木を外すために連続して２本あび

せ倒しをしたが外れなかった。２本目に

倒した木のツルを切断中に、湾曲して圧

力がかかっていたツルが切れ、処理木が

激突（下敷き） 

〇誘因事象：かかり木が外れた 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・かかり木処理の禁止行為のあびせ倒しで

処理しようとした 

・湾曲する処理木の応力を過少評価し、元

口の圧力判断を誤った 

・かかり木処理の危険の認識が低かった 

〇環境的要因 

・間伐作業でかかり木の可能性があるのに

処理道具を携帯していなかった 

・湾曲する伐倒木に強い力がかかっていた 

 

 

 

１０） 事例 10 ＜伐倒中、退避した場所に小端部が折れて飛来・落下して激突＞ 

 

 

〇管理的要因 

・［安衛則第 478 条］かかり木の処理の作業における危険の防止が徹底していなかった 

・［ガイドライン］のかかり木の処理作業指示を徹底していなかった 

・作業者にかかり木処理道具や標識などを携帯させていなかった 

・かかり木処理作業指示書がなかった 

対

策 

・［安衛則第 478 条］かかり木の処理の作業における危険の防止を徹底 

・安全衛生教育によるガイドラインなどの普及啓発 

・作業計画書にかかり木処理方法を明記して、処理道具や標識の携帯を徹底 

〇作業種類：チェーンソー伐木 斜面で伐木方向を誤り、小端部が欠損木

にあたり折れて、２ｍ後方に退避した被

災者に飛来・落下して激突 
〇誘因事象：伐木と障害物が接触 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・周囲の確認と退避方向の確認不足 

・追い口、受け口、ツルの作り方の誤り 

・長い林業経験から自分の技量に慢心があ

った 

〇環境的要因 

・大径木のため慎重な伐木作業が必要であ

った 

〇管理的要因 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査がなく作業環境が把握されていない 

・伐木技術のスキルアップなどの教育レベルが低い 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントの実施体制が弱い 

対

策 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・［ガイドライン］の作業計画を策定して周辺環境の事前把握 

・周囲の確認（作業中に危険の生ずるおそれのあるものを取り除く） 

・退避する場所をあらかじめ選定して退避 

・伐倒直前には、伐倒方向、周囲の状況、退避場所を再確認 
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１４） 事例 14＜腐れのある広葉樹の伐木で、裂けた幹が割れ上り激突（下敷き）＞ 

 

１５） 事例 15＜伐木が古い切り捨て間伐材にあたり一部が退避者に激突した＞ 

 

〇作業種類：チェーンソー伐木 腐れのある広葉樹を伐木したところ、裂け

た幹が割れ上り、その幹が激突（下敷き） 〇誘因事象：幹割れ 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐倒前の立木状態の確認不足 

・退避場の確認不足 

・退避方向の誤りと遅れ 

・伐倒方向の誤り 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・大径木の伐木手順書の不備 

・傾斜地の広葉樹の重心判断は難しいので

横に倒すべきだった 

〇管理的要因 

・作業計画策定の事前調査不足で作業環境が把握されていない 

・大径木や広葉樹伐木の高度な技術教育などがない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・立木の腐れや風害・雪害木など湾曲する立木伐採は、よく観察して状況に応じた作

業方法、手順を決定する 

・伐木は熟練者に任せるか、熟練者の指導のもと複数名で安全を確保した作業 

〇作業種類：チェーンソー伐木 人工林の主伐作業場で、伐木が古い切り

捨て間伐材にあたり、腐朽した間伐材の

一部が退避していた被災者に激突 

 
 

〇誘因事象：伐木と障害物が接触 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・周囲の確認不足あるいは危険情報を知り

つつ作業を省略 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・特異な林床の障害木の把握と対策不足 

・退避場所は周辺環境を勘案して、できる

だけ立木などの陰に選定 

・伐倒方向の障害物（やがら）の処理 

〇管理的要因 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業環境の把握をしていない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・周囲の確認（作業中に危険の生ずるおそれのあるものを取り除く） 

・伐倒直前には、伐倒方向、周囲の状況、退避場所を再確認 

 

 

 

１６） 事例 16 ＜伐木が伐根にあたって跳ね上がり退避者に激突＞ 

 

１７） 事例 17 ＜急斜面上部の伐木作業で伐木が滑り落ちて車両系機械運転者に激突＞ 

 

〇作業種類：チェーンソー伐木 人工林の主伐作業場で、伐木が伐根にあ

たって根元が跳ねあがり、退避していた

被災者の腹部に激突 
〇誘因事象：伐倒木と障害物が接触  

主
な
要
因 

〇人的要因 

・周囲の確認不足あるいは危険情報を知り

つつ作業を省略 

・伐倒方向の未確認及び誤り 

・退避方向・場所の選定ミス 

・未熟な伐木技術 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・作業場の障害物の把握と対策不足 

・事前に伐倒方向の障害物を処理するか、

障害物がない方向に伐倒 

〇管理的要因 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業環境の把握をしていない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・周囲の確認（作業中に危険の生ずるおそれのあるものを取り除く） 

〇作業種類：チェーンソー伐木 急斜面上部の伐木作業で伐木したスギ樹

高 31ｍが滑り落ちて、フォワーダオペレ

ーターに激突 

 

〇誘因事象：上下作業 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐木技術が未熟だった 

・伐木作業の作業前確認が不十分だった 

・上下作業の認識がなかった 

〇環境要因 

・伐倒斜面が急傾斜であった 

・作業班内で各作業の情報共有がなかった 

・上下作業の共有認識がなかった 

・伐木合図の相互認識がなかった 

・チーム内のコミュケーション不足  

〇管理的要因 

・作業計画策定の事前調査不足で上下作業環境の把握されていない 

・伐倒方向及び斜面下方作業の禁止行為の指示がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・［安衛則第 481 条］立入禁止を徹底 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 
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１１） 事例 11 ＜伐木の方向が変化して近接作業者に激突＞ 

 

１２） 事例 12 ＜ツルで引きちぎられた枝が飛来・落下して激突＞ 

〇作業種類：チェーンソー伐木 同僚二人で伐木作業中に、上部斜面で伐

木したスギ 22m にクサビを打ち込んだと

ころ、伐木方向が 40 度谷側に変化して、

20m 下部斜面で伐木していた同僚に梢端

が激突 

 

〇誘因事象：近接伐木作業 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・未熟な伐木技術 

・安衛則等禁止行為の知識不足 

・作業場内コミュニケーション不足 

〇環境的要因 

・体系的で安全伐木教育等の機会不足 

・作業班内で各作業の情報共有がない 

・上下作業の共有認識がない 

・伐木合図の相互認識などチーム内のコミ

ュケーション不足 

〇管理的要因 

・安衛則等禁止行為の教育不足 

・行下作業禁止の指導不足 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・作業場内コミュニケーション活性化 

・［安衛則第 481 条］立入禁止を徹底 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

〇作業種類：チェーンソー伐木 林縁の針葉樹の伐木時に樹冠に巻き付い

ていたツルが広葉樹の枝を引きちぎり退

避していた被災者に飛来・落下して激突 
〇誘因事象：ツル絡みで枝が飛来・落下 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・周囲の確認不足（ツル絡みの見落とし）

あるいは危険情報を知りつつ作業を省略 

・退避方向・場所の選定ミス 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・特異な林縁の把握と対策不足 

・退避場所は周辺環境を勘案して、できる

だけ立木などの陰に選定 

 

 

 

１３） 事例 13 ＜冬季伐倒中に樹冠部が雪塊と一緒に折れて落下し下敷になる＞ 

 

〇管理的要因 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業環境の把握をしていない 

・林縁など特殊環境の知識の取得と高度な伐木技術の教育がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・周囲の確認（作業中に危険の生ずるおそれのあるものを取り除く） 

・退避する場所をあらかじめ選定して退避 

・伐倒直前には、伐倒方向、周囲の状況、退避場所を再確認 

〇作業種類：チェーンソー伐木 冬季伐木中に広葉樹の樹冠部が雪塊と一

緒に折れて落下して下敷 

 

〇誘因事象：樹幹部が落下 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・周囲の確認不足（上方確認の見落とし）

あるいは危険情報を知りつつ作業を省略 

・伐倒木の樹勢の判断ミス 

〇環境的要因 

・冬季伐採の安全作業指示がない 

・作業計画策定による事前調査不足 

・伐木時の指差し呼称の徹底指導が弱い 

 

〇管理的要因 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業環境の把握が弱い 

・冬季の伐採スクアセスメント実施体制が弱い 

・作業前のＫＹ活動がない 

・危険作業に伴う現場指示者の選任と現場管理がない 

対

策 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・伐倒直前には、伐倒方向、周囲の状況、退避場所を再確認 

・危険作業に伴う現場指示者の選任と現場管理の徹底 
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１４） 事例 14＜腐れのある広葉樹の伐木で、裂けた幹が割れ上り激突（下敷き）＞ 

 

１５） 事例 15＜伐木が古い切り捨て間伐材にあたり一部が退避者に激突した＞ 

 

〇作業種類：チェーンソー伐木 腐れのある広葉樹を伐木したところ、裂け

た幹が割れ上り、その幹が激突（下敷き） 〇誘因事象：幹割れ 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐倒前の立木状態の確認不足 

・退避場の確認不足 

・退避方向の誤りと遅れ 

・伐倒方向の誤り 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・大径木の伐木手順書の不備 

・傾斜地の広葉樹の重心判断は難しいので

横に倒すべきだった 

〇管理的要因 

・作業計画策定の事前調査不足で作業環境が把握されていない 

・大径木や広葉樹伐木の高度な技術教育などがない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・立木の腐れや風害・雪害木など湾曲する立木伐採は、よく観察して状況に応じた作

業方法、手順を決定する 

・伐木は熟練者に任せるか、熟練者の指導のもと複数名で安全を確保した作業 

〇作業種類：チェーンソー伐木 人工林の主伐作業場で、伐木が古い切り

捨て間伐材にあたり、腐朽した間伐材の

一部が退避していた被災者に激突 

 
 

〇誘因事象：伐木と障害物が接触 

主
な
要
因 
〇人的要因 

・周囲の確認不足あるいは危険情報を知り

つつ作業を省略 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・特異な林床の障害木の把握と対策不足 

・退避場所は周辺環境を勘案して、できる

だけ立木などの陰に選定 

・伐倒方向の障害物（やがら）の処理 

〇管理的要因 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業環境の把握をしていない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・周囲の確認（作業中に危険の生ずるおそれのあるものを取り除く） 

・伐倒直前には、伐倒方向、周囲の状況、退避場所を再確認 

 

 

 

１６） 事例 16 ＜伐木が伐根にあたって跳ね上がり退避者に激突＞ 

 

１７） 事例 17 ＜急斜面上部の伐木作業で伐木が滑り落ちて車両系機械運転者に激突＞ 

 

〇作業種類：チェーンソー伐木 人工林の主伐作業場で、伐木が伐根にあ

たって根元が跳ねあがり、退避していた

被災者の腹部に激突 
〇誘因事象：伐倒木と障害物が接触  

主
な
要
因 

〇人的要因 

・周囲の確認不足あるいは危険情報を知り

つつ作業を省略 

・伐倒方向の未確認及び誤り 

・退避方向・場所の選定ミス 

・未熟な伐木技術 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・作業場の障害物の把握と対策不足 

・事前に伐倒方向の障害物を処理するか、

障害物がない方向に伐倒 

〇管理的要因 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業環境の把握をしていない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・周囲の確認（作業中に危険の生ずるおそれのあるものを取り除く） 

〇作業種類：チェーンソー伐木 急斜面上部の伐木作業で伐木したスギ樹

高 31ｍが滑り落ちて、フォワーダオペレ

ーターに激突 

 

〇誘因事象：上下作業 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐木技術が未熟だった 

・伐木作業の作業前確認が不十分だった 

・上下作業の認識がなかった 

〇環境要因 

・伐倒斜面が急傾斜であった 

・作業班内で各作業の情報共有がなかった 

・上下作業の共有認識がなかった 

・伐木合図の相互認識がなかった 

・チーム内のコミュケーション不足  

〇管理的要因 

・作業計画策定の事前調査不足で上下作業環境の把握されていない 

・伐倒方向及び斜面下方作業の禁止行為の指示がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・［安衛則第 481 条］立入禁止を徹底 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 
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１１） 事例 11 ＜伐木の方向が変化して近接作業者に激突＞ 

 

１２） 事例 12 ＜ツルで引きちぎられた枝が飛来・落下して激突＞ 

〇作業種類：チェーンソー伐木 同僚二人で伐木作業中に、上部斜面で伐

木したスギ 22m にクサビを打ち込んだと

ころ、伐木方向が 40 度谷側に変化して、

20m 下部斜面で伐木していた同僚に梢端

が激突 

 

〇誘因事象：近接伐木作業 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・未熟な伐木技術 

・安衛則等禁止行為の知識不足 

・作業場内コミュニケーション不足 

〇環境的要因 

・体系的で安全伐木教育等の機会不足 

・作業班内で各作業の情報共有がない 

・上下作業の共有認識がない 

・伐木合図の相互認識などチーム内のコミ

ュケーション不足 

〇管理的要因 

・安衛則等禁止行為の教育不足 

・行下作業禁止の指導不足 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・作業場内コミュニケーション活性化 

・［安衛則第 481 条］立入禁止を徹底 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

〇作業種類：チェーンソー伐木 林縁の針葉樹の伐木時に樹冠に巻き付い

ていたツルが広葉樹の枝を引きちぎり退

避していた被災者に飛来・落下して激突 
〇誘因事象：ツル絡みで枝が飛来・落下 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・周囲の確認不足（ツル絡みの見落とし）

あるいは危険情報を知りつつ作業を省略 

・退避方向・場所の選定ミス 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・特異な林縁の把握と対策不足 

・退避場所は周辺環境を勘案して、できる

だけ立木などの陰に選定 

 

 

 

１３） 事例 13 ＜冬季伐倒中に樹冠部が雪塊と一緒に折れて落下し下敷になる＞ 

 

〇管理的要因 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業環境の把握をしていない 

・林縁など特殊環境の知識の取得と高度な伐木技術の教育がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・周囲の確認（作業中に危険の生ずるおそれのあるものを取り除く） 

・退避する場所をあらかじめ選定して退避 

・伐倒直前には、伐倒方向、周囲の状況、退避場所を再確認 

〇作業種類：チェーンソー伐木 冬季伐木中に広葉樹の樹冠部が雪塊と一

緒に折れて落下して下敷 

 

〇誘因事象：樹幹部が落下 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・周囲の確認不足（上方確認の見落とし）

あるいは危険情報を知りつつ作業を省略 

・伐倒木の樹勢の判断ミス 

〇環境的要因 

・冬季伐採の安全作業指示がない 

・作業計画策定による事前調査不足 

・伐木時の指差し呼称の徹底指導が弱い 

 

〇管理的要因 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業環境の把握が弱い 

・冬季の伐採スクアセスメント実施体制が弱い 

・作業前のＫＹ活動がない 

・危険作業に伴う現場指示者の選任と現場管理がない 

対

策 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・伐倒直前には、伐倒方向、周囲の状況、退避場所を再確認 

・危険作業に伴う現場指示者の選任と現場管理の徹底 
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１８） 事例 18 ＜小径木の胸高斜め切りでの元口が伐木者の胸に激突＞ 

 

１９） 事例 19 ＜偏心木伐倒で幹が裂け上り、伐木者の頭上に落下激突＞ 

〇作業種類：チェーンソー伐木 胸高直径18ｃｍ、樹高10ｍの人工林の切

り捨て間伐で、胸高で斜め切りしたとこ

ろ、横の木に寄りかかり弓なりに湾曲し

た直後に、ツルが切れて、元口が伐木者

の胸に激突した。 

 

 

〇誘因事象：胸高伐倒・斜め切り 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐木技術が未熟だった 

・禁止行為のチェーンソーによる胸より高

い位置での伐倒を行った 

・高い位置の斜め切りを行った 

〇環境要因 

・正しい伐倒技術の教育を受けていない 

・伐木作業を行う作業指示者が不在 

・作業計画が無く安全作業指示書もない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントの体制が

弱い  

〇管理的要因 

・作業計画策定の事前調査不足で作業環境が把握されていない 

・作業指示者の選任と配置がない 

・作業マニュアルが無く、伐木技術教育を行っていない 

・日常的な安全衛生活動（ＫＹ・リスクアセスメントなど）体制がない 

対

策 

・［ガイドライン］の作業環境の事前把握と安全作業計画を策定して指示 

・小径木であっても［安衛則第 477 条］伐木作業等における危険の防止を徹底し、周

囲の確認、退避場の選定、受け口を設けて、追い口切りで、つるを残す伐木 

・正しいチェーンソー伐木指導 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・安全衛生管理体制を整備し、組織的な安全対策の取り組み 

〇作業種類：チェーンソー伐木 樹幹が大きく右側に偏心していた伐木

（胸高直径 55cm、樹高 32ｍ）が追口下部

から５ｍ裂け上り、伐木者の頭上に落下

激突した 

 

〇誘因事象：幹割れ 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐倒前の立木状態の確認不足 

・偏心木・危険木伐木技術が未熟 

・割れ止め、追いづる切など知識不足 

・退避場の確認不足 

・退避タイミングの遅れ 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・偏心木・危険木伐木手順書の不備 

・偏心木であったため、割れ止め対策、追

いつる切りで伐木すべきであった  

〇管理的要因 

・作業計画策定の事前調査不足で作業環境が把握されていない 

・偏心木・危険木伐木の高度な技術教育がない 

 

 

 

２０） 事例 20＜斜面下方で造材作業中に造材木にはさまれ・巻き込まれた＞ 

 

 

・退避場の確認、作業前安全確認の徹底指導がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・偏心木・危険木などの立木伐採は、よく観察して状況に応じた作業方法、手順を決

定して対応する教育 

・作業指示者のもと伐木作業を行わせるか、熟練者に任せるなど安全を確保した作業 

〇作業種類：チェーンソー造材 傾斜面上の風倒木処理のためチェーンソ

ーで風倒木を造材中に、造材丸太が斜面

を墜落・転落しはさまれ・巻き込まれた

（下敷き）  

〇誘因事象：造材木が転動 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・周囲の確認不足 

・斜面下方における作業禁止の認識不足 

・原木の転倒を防止する措置の省略 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・急傾斜地に横倒した大径材造材 

・作業手順書などの整備指示がなかった 

〇管理的要因 

・作業計画策定の事前調査不足で作業環境が把握されていない 

・伐倒方向及び斜面下方作業の禁止行為の指示がない 

・安全衛生管理体制が実質上機能していなかった 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［安衛則第 480 条］造材時における危険の防止を徹底 

・［ガイドライン］の作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・くい止め、歯止め等木材が墜落・転落し、又は滑ることによる危険を防止 

・安全衛生管理体制を整備し、組織的な安全対策の取り組み 
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１４） 事例 14＜腐れのある広葉樹の伐木で、裂けた幹が割れ上り激突（下敷き）＞ 

 

１５） 事例 15＜伐木が古い切り捨て間伐材にあたり一部が退避者に激突した＞ 

 

〇作業種類：チェーンソー伐木 腐れのある広葉樹を伐木したところ、裂け

た幹が割れ上り、その幹が激突（下敷き） 〇誘因事象：幹割れ 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐倒前の立木状態の確認不足 

・退避場の確認不足 

・退避方向の誤りと遅れ 

・伐倒方向の誤り 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・大径木の伐木手順書の不備 

・傾斜地の広葉樹の重心判断は難しいので

横に倒すべきだった 

〇管理的要因 

・作業計画策定の事前調査不足で作業環境が把握されていない 

・大径木や広葉樹伐木の高度な技術教育などがない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・立木の腐れや風害・雪害木など湾曲する立木伐採は、よく観察して状況に応じた作

業方法、手順を決定する 

・伐木は熟練者に任せるか、熟練者の指導のもと複数名で安全を確保した作業 

〇作業種類：チェーンソー伐木 人工林の主伐作業場で、伐木が古い切り

捨て間伐材にあたり、腐朽した間伐材の

一部が退避していた被災者に激突 

 
 

〇誘因事象：伐木と障害物が接触 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・周囲の確認不足あるいは危険情報を知り

つつ作業を省略 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・特異な林床の障害木の把握と対策不足 

・退避場所は周辺環境を勘案して、できる

だけ立木などの陰に選定 

・伐倒方向の障害物（やがら）の処理 

〇管理的要因 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業環境の把握をしていない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・周囲の確認（作業中に危険の生ずるおそれのあるものを取り除く） 

・伐倒直前には、伐倒方向、周囲の状況、退避場所を再確認 

 

 

 

１６） 事例 16 ＜伐木が伐根にあたって跳ね上がり退避者に激突＞ 

 

１７） 事例 17 ＜急斜面上部の伐木作業で伐木が滑り落ちて車両系機械運転者に激突＞ 

 

〇作業種類：チェーンソー伐木 人工林の主伐作業場で、伐木が伐根にあ

たって根元が跳ねあがり、退避していた

被災者の腹部に激突 
〇誘因事象：伐倒木と障害物が接触  

主
な
要
因 

〇人的要因 

・周囲の確認不足あるいは危険情報を知り

つつ作業を省略 

・伐倒方向の未確認及び誤り 

・退避方向・場所の選定ミス 

・未熟な伐木技術 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・作業場の障害物の把握と対策不足 

・事前に伐倒方向の障害物を処理するか、

障害物がない方向に伐倒 

〇管理的要因 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業環境の把握をしていない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・周囲の確認（作業中に危険の生ずるおそれのあるものを取り除く） 

〇作業種類：チェーンソー伐木 急斜面上部の伐木作業で伐木したスギ樹

高 31ｍが滑り落ちて、フォワーダオペレ

ーターに激突 

 

〇誘因事象：上下作業 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐木技術が未熟だった 

・伐木作業の作業前確認が不十分だった 

・上下作業の認識がなかった 

〇環境要因 

・伐倒斜面が急傾斜であった 

・作業班内で各作業の情報共有がなかった 

・上下作業の共有認識がなかった 

・伐木合図の相互認識がなかった 

・チーム内のコミュケーション不足  

〇管理的要因 

・作業計画策定の事前調査不足で上下作業環境の把握されていない 

・伐倒方向及び斜面下方作業の禁止行為の指示がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・［安衛則第 481 条］立入禁止を徹底 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 
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１８） 事例 18 ＜小径木の胸高斜め切りでの元口が伐木者の胸に激突＞ 

 

１９） 事例 19 ＜偏心木伐倒で幹が裂け上り、伐木者の頭上に落下激突＞ 

〇作業種類：チェーンソー伐木 胸高直径18ｃｍ、樹高10ｍの人工林の切

り捨て間伐で、胸高で斜め切りしたとこ

ろ、横の木に寄りかかり弓なりに湾曲し

た直後に、ツルが切れて、元口が伐木者

の胸に激突した。 

 

 

〇誘因事象：胸高伐倒・斜め切り 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐木技術が未熟だった 

・禁止行為のチェーンソーによる胸より高

い位置での伐倒を行った 

・高い位置の斜め切りを行った 

〇環境要因 

・正しい伐倒技術の教育を受けていない 

・伐木作業を行う作業指示者が不在 

・作業計画が無く安全作業指示書もない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントの体制が

弱い  

〇管理的要因 

・作業計画策定の事前調査不足で作業環境が把握されていない 

・作業指示者の選任と配置がない 

・作業マニュアルが無く、伐木技術教育を行っていない 

・日常的な安全衛生活動（ＫＹ・リスクアセスメントなど）体制がない 

対

策 

・［ガイドライン］の作業環境の事前把握と安全作業計画を策定して指示 

・小径木であっても［安衛則第 477 条］伐木作業等における危険の防止を徹底し、周

囲の確認、退避場の選定、受け口を設けて、追い口切りで、つるを残す伐木 

・正しいチェーンソー伐木指導 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・安全衛生管理体制を整備し、組織的な安全対策の取り組み 

〇作業種類：チェーンソー伐木 樹幹が大きく右側に偏心していた伐木

（胸高直径 55cm、樹高 32ｍ）が追口下部

から５ｍ裂け上り、伐木者の頭上に落下

激突した 

 

〇誘因事象：幹割れ 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐倒前の立木状態の確認不足 

・偏心木・危険木伐木技術が未熟 

・割れ止め、追いづる切など知識不足 

・退避場の確認不足 

・退避タイミングの遅れ 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・偏心木・危険木伐木手順書の不備 

・偏心木であったため、割れ止め対策、追

いつる切りで伐木すべきであった  

〇管理的要因 

・作業計画策定の事前調査不足で作業環境が把握されていない 

・偏心木・危険木伐木の高度な技術教育がない 

 

 

 

２０） 事例 20＜斜面下方で造材作業中に造材木にはさまれ・巻き込まれた＞ 

 

 

・退避場の確認、作業前安全確認の徹底指導がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・偏心木・危険木などの立木伐採は、よく観察して状況に応じた作業方法、手順を決

定して対応する教育 

・作業指示者のもと伐木作業を行わせるか、熟練者に任せるなど安全を確保した作業 

〇作業種類：チェーンソー造材 傾斜面上の風倒木処理のためチェーンソ

ーで風倒木を造材中に、造材丸太が斜面

を墜落・転落しはさまれ・巻き込まれた

（下敷き）  

〇誘因事象：造材木が転動 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・周囲の確認不足 

・斜面下方における作業禁止の認識不足 

・原木の転倒を防止する措置の省略 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・急傾斜地に横倒した大径材造材 

・作業手順書などの整備指示がなかった 

〇管理的要因 

・作業計画策定の事前調査不足で作業環境が把握されていない 

・伐倒方向及び斜面下方作業の禁止行為の指示がない 

・安全衛生管理体制が実質上機能していなかった 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［安衛則第 480 条］造材時における危険の防止を徹底 

・［ガイドライン］の作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・くい止め、歯止め等木材が墜落・転落し、又は滑ることによる危険を防止 

・安全衛生管理体制を整備し、組織的な安全対策の取り組み 
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１４） 事例 14＜腐れのある広葉樹の伐木で、裂けた幹が割れ上り激突（下敷き）＞ 

 

１５） 事例 15＜伐木が古い切り捨て間伐材にあたり一部が退避者に激突した＞ 

 

〇作業種類：チェーンソー伐木 腐れのある広葉樹を伐木したところ、裂け

た幹が割れ上り、その幹が激突（下敷き） 〇誘因事象：幹割れ 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐倒前の立木状態の確認不足 

・退避場の確認不足 

・退避方向の誤りと遅れ 

・伐倒方向の誤り 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・大径木の伐木手順書の不備 

・傾斜地の広葉樹の重心判断は難しいので

横に倒すべきだった 

〇管理的要因 

・作業計画策定の事前調査不足で作業環境が把握されていない 

・大径木や広葉樹伐木の高度な技術教育などがない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・立木の腐れや風害・雪害木など湾曲する立木伐採は、よく観察して状況に応じた作

業方法、手順を決定する 

・伐木は熟練者に任せるか、熟練者の指導のもと複数名で安全を確保した作業 

〇作業種類：チェーンソー伐木 人工林の主伐作業場で、伐木が古い切り

捨て間伐材にあたり、腐朽した間伐材の

一部が退避していた被災者に激突 

 
 

〇誘因事象：伐木と障害物が接触 

主
な
要
因 
〇人的要因 

・周囲の確認不足あるいは危険情報を知り

つつ作業を省略 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・特異な林床の障害木の把握と対策不足 

・退避場所は周辺環境を勘案して、できる

だけ立木などの陰に選定 

・伐倒方向の障害物（やがら）の処理 

〇管理的要因 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業環境の把握をしていない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・周囲の確認（作業中に危険の生ずるおそれのあるものを取り除く） 

・伐倒直前には、伐倒方向、周囲の状況、退避場所を再確認 

 

 

 

１６） 事例 16 ＜伐木が伐根にあたって跳ね上がり退避者に激突＞ 

 

１７） 事例 17 ＜急斜面上部の伐木作業で伐木が滑り落ちて車両系機械運転者に激突＞ 

 

〇作業種類：チェーンソー伐木 人工林の主伐作業場で、伐木が伐根にあ

たって根元が跳ねあがり、退避していた

被災者の腹部に激突 
〇誘因事象：伐倒木と障害物が接触  

主
な
要
因 

〇人的要因 

・周囲の確認不足あるいは危険情報を知り

つつ作業を省略 

・伐倒方向の未確認及び誤り 

・退避方向・場所の選定ミス 

・未熟な伐木技術 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・作業場の障害物の把握と対策不足 

・事前に伐倒方向の障害物を処理するか、

障害物がない方向に伐倒 

〇管理的要因 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業環境の把握をしていない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・周囲の確認（作業中に危険の生ずるおそれのあるものを取り除く） 

〇作業種類：チェーンソー伐木 急斜面上部の伐木作業で伐木したスギ樹

高 31ｍが滑り落ちて、フォワーダオペレ

ーターに激突 

 

〇誘因事象：上下作業 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐木技術が未熟だった 

・伐木作業の作業前確認が不十分だった 

・上下作業の認識がなかった 

〇環境要因 

・伐倒斜面が急傾斜であった 

・作業班内で各作業の情報共有がなかった 

・上下作業の共有認識がなかった 

・伐木合図の相互認識がなかった 

・チーム内のコミュケーション不足  

〇管理的要因 

・作業計画策定の事前調査不足で上下作業環境の把握されていない 

・伐倒方向及び斜面下方作業の禁止行為の指示がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・［安衛則第 481 条］立入禁止を徹底 

・［安衛則第 477 条］伐木作業における危険の防止を徹底 
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２１） 事例 21 ＜機械との共同の伐倒作業で伐木が退避した作業者に激突＞ 

 

 

〇作業種類：機械との共同作業 伐木をグラップルローダで受け口方向に

押したところ、伐倒方向が約 60 度ずれて

退避していた被災者に激突 
〇誘因事象：伐倒方向が変化 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・退避場の確認不足、退避方向の誤り 

・林業機械立入禁止範内の共同作業 

〇環境的要因 

・機械の位置や伐倒の方向などに関する適

切な作業計画がない 

・責任者から明確な指示や注意がない 

・作業者の十分な安全確保がない 

・的確な作業手順がなく、作業における明

確な指揮命令系統がない  

〇管理的要因 

・責任者から明確な指示や注意がない 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業環境を把握していない 

・［安衛則第 151 条 95、96］接触の防止、立入禁止の理解がない 

・伐木等作業を行う場合の作業指揮者が不在であった 

対

策 

・［安衛則 151 条 95、96］接触の防止、立入禁止を厳守 

・林業機械・伐木作業の作業計画の樹立により周辺環境の事前把握 

・作業手順について、伐木方法選択・安全な退避場所の指示・退避確認 

・指揮命令系統や作業分担の明確化 

・伐倒作業における災害の防止に関して安全衛生教育などの徹底 

 

 

 

２２） 事例 22 ＜グラップルローダとの共同作業で伐木した時、幹が 4ｍ裂け上り、伐

木者の頭上に幹が落下して激突＞ 

 

 

〇作業種類：機械との共同作業 送電線が隣接する人工林の間伐で、送電

線を切断しないように、グラップルロー

ダで伐木方向に押しながら伐木した時、

幹が 4ｍ裂け上り、伐木者の頭上に幹が

落下して激突した 

〇誘因事象：幹割れ 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・林業機械立入禁止範囲内の共同作業 

・禁止行為を理解しつつ安全作業を省略 

・機械との共同作業であったため、安全を

過信した作業を継続していた 

・退避の方向・場所の未確認 

〇環境的要因 

・責任者から明確な指示や注意がない 

・作業計画書及び作業指示書がなく、作業

における明確な指揮命令系統もない 

・機械立入禁止や伐木時の立ち入り禁止範

囲の認識が曖昧 

・作業者の十分な安全確保がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントを実施し

ていない  

〇管理的要因 

・責任者から明確な指示や注意がない 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業計画書の作成・掲示を行って

いない 

・［安衛則第 151 条 95、96］機械操作者に接触の防止、立入禁止の理解がない 

・伐木等作業を行う場合の作業指揮者が不在であった 

対

策 

・［安衛則 151 条 95、96］接触の防止、立入禁止を厳守 

・林業機械・伐木作業の作業計画の樹立により周辺環境の事前把握 

・作業手順について、伐倒方法選択・安全な退避場所の指示・退避確認方法を明確化 

・指揮命令系統や作業分担の明確化 

・伐倒作業における災害の防止に関して安全衛生教育などの徹底 
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１８） 事例 18 ＜小径木の胸高斜め切りでの元口が伐木者の胸に激突＞ 

 

１９） 事例 19 ＜偏心木伐倒で幹が裂け上り、伐木者の頭上に落下激突＞ 

〇作業種類：チェーンソー伐木 胸高直径18ｃｍ、樹高10ｍの人工林の切

り捨て間伐で、胸高で斜め切りしたとこ

ろ、横の木に寄りかかり弓なりに湾曲し

た直後に、ツルが切れて、元口が伐木者

の胸に激突した。 

 

 

〇誘因事象：胸高伐倒・斜め切り 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐木技術が未熟だった 

・禁止行為のチェーンソーによる胸より高

い位置での伐倒を行った 

・高い位置の斜め切りを行った 

〇環境要因 

・正しい伐倒技術の教育を受けていない 

・伐木作業を行う作業指示者が不在 

・作業計画が無く安全作業指示書もない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントの体制が

弱い  

〇管理的要因 

・作業計画策定の事前調査不足で作業環境が把握されていない 

・作業指示者の選任と配置がない 

・作業マニュアルが無く、伐木技術教育を行っていない 

・日常的な安全衛生活動（ＫＹ・リスクアセスメントなど）体制がない 

対

策 

・［ガイドライン］の作業環境の事前把握と安全作業計画を策定して指示 

・小径木であっても［安衛則第 477 条］伐木作業等における危険の防止を徹底し、周

囲の確認、退避場の選定、受け口を設けて、追い口切りで、つるを残す伐木 

・正しいチェーンソー伐木指導 

・［安衛則第 477条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・安全衛生管理体制を整備し、組織的な安全対策の取り組み 

〇作業種類：チェーンソー伐木 樹幹が大きく右側に偏心していた伐木

（胸高直径 55cm、樹高 32ｍ）が追口下部

から５ｍ裂け上り、伐木者の頭上に落下

激突した 

 

〇誘因事象：幹割れ 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐倒前の立木状態の確認不足 

・偏心木・危険木伐木技術が未熟 

・割れ止め、追いづる切など知識不足 

・退避場の確認不足 

・退避タイミングの遅れ 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・偏心木・危険木伐木手順書の不備 

・偏心木であったため、割れ止め対策、追

いつる切りで伐木すべきであった  

〇管理的要因 

・作業計画策定の事前調査不足で作業環境が把握されていない 

・偏心木・危険木伐木の高度な技術教育がない 

 

 

 

２０） 事例 20＜斜面下方で造材作業中に造材木にはさまれ・巻き込まれた＞ 

 

 

・退避場の確認、作業前安全確認の徹底指導がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・［安衛則第 477条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・偏心木・危険木などの立木伐採は、よく観察して状況に応じた作業方法、手順を決

定して対応する教育 

・作業指示者のもと伐木作業を行わせるか、熟練者に任せるなど安全を確保した作業 

〇作業種類：チェーンソー造材 傾斜面上の風倒木処理のためチェーンソ

ーで風倒木を造材中に、造材丸太が斜面

を墜落・転落しはさまれ・巻き込まれた

（下敷き）  

〇誘因事象：造材木が転動 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・周囲の確認不足 

・斜面下方における作業禁止の認識不足 

・原木の転倒を防止する措置の省略 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・急傾斜地に横倒した大径材造材 

・作業手順書などの整備指示がなかった 

〇管理的要因 

・作業計画策定の事前調査不足で作業環境が把握されていない 

・伐倒方向及び斜面下方作業の禁止行為の指示がない 

・安全衛生管理体制が実質上機能していなかった 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［安衛則第 480条］造材時における危険の防止を徹底 

・［ガイドライン］の作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・くい止め、歯止め等木材が墜落・転落し、又は滑ることによる危険を防止 

・安全衛生管理体制を整備し、組織的な安全対策の取り組み 
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２１） 事例 21 ＜機械との共同の伐倒作業で伐木が退避した作業者に激突＞ 

 

 

〇作業種類：機械との共同作業 伐木をグラップルローダで受け口方向に

押したところ、伐倒方向が約 60 度ずれて

退避していた被災者に激突 
〇誘因事象：伐倒方向が変化 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・退避場の確認不足、退避方向の誤り 

・林業機械立入禁止範内の共同作業 

〇環境的要因 

・機械の位置や伐倒の方向などに関する適

切な作業計画がない 

・責任者から明確な指示や注意がない 

・作業者の十分な安全確保がない 

・的確な作業手順がなく、作業における明

確な指揮命令系統がない  

〇管理的要因 

・責任者から明確な指示や注意がない 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業環境を把握していない 

・［安衛則第 151 条 95、96］接触の防止、立入禁止の理解がない 

・伐木等作業を行う場合の作業指揮者が不在であった 

対

策 

・［安衛則 151 条 95、96］接触の防止、立入禁止を厳守 

・林業機械・伐木作業の作業計画の樹立により周辺環境の事前把握 

・作業手順について、伐木方法選択・安全な退避場所の指示・退避確認 

・指揮命令系統や作業分担の明確化 

・伐倒作業における災害の防止に関して安全衛生教育などの徹底 

 

 

 

２２） 事例 22 ＜グラップルローダとの共同作業で伐木した時、幹が 4ｍ裂け上り、伐

木者の頭上に幹が落下して激突＞ 

 

 

〇作業種類：機械との共同作業 送電線が隣接する人工林の間伐で、送電

線を切断しないように、グラップルロー

ダで伐木方向に押しながら伐木した時、

幹が 4ｍ裂け上り、伐木者の頭上に幹が

落下して激突した 

〇誘因事象：幹割れ 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・林業機械立入禁止範囲内の共同作業 

・禁止行為を理解しつつ安全作業を省略 

・機械との共同作業であったため、安全を

過信した作業を継続していた 

・退避の方向・場所の未確認 

〇環境的要因 

・責任者から明確な指示や注意がない 

・作業計画書及び作業指示書がなく、作業

における明確な指揮命令系統もない 

・機械立入禁止や伐木時の立ち入り禁止範

囲の認識が曖昧 

・作業者の十分な安全確保がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントを実施し

ていない  

〇管理的要因 

・責任者から明確な指示や注意がない 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業計画書の作成・掲示を行って

いない 

・［安衛則第 151 条 95、96］機械操作者に接触の防止、立入禁止の理解がない 

・伐木等作業を行う場合の作業指揮者が不在であった 

対

策 

・［安衛則 151 条 95、96］接触の防止、立入禁止を厳守 

・林業機械・伐木作業の作業計画の樹立により周辺環境の事前把握 

・作業手順について、伐倒方法選択・安全な退避場所の指示・退避確認方法を明確化 

・指揮命令系統や作業分担の明確化 

・伐倒作業における災害の防止に関して安全衛生教育などの徹底 
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１８） 事例 18 ＜小径木の胸高斜め切りでの元口が伐木者の胸に激突＞ 

 

１９） 事例 19 ＜偏心木伐倒で幹が裂け上り、伐木者の頭上に落下激突＞ 

〇作業種類：チェーンソー伐木 胸高直径18ｃｍ、樹高10ｍの人工林の切

り捨て間伐で、胸高で斜め切りしたとこ

ろ、横の木に寄りかかり弓なりに湾曲し

た直後に、ツルが切れて、元口が伐木者

の胸に激突した。 

 

 

〇誘因事象：胸高伐倒・斜め切り 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐木技術が未熟だった 

・禁止行為のチェーンソーによる胸より高

い位置での伐倒を行った 

・高い位置の斜め切りを行った 

〇環境要因 

・正しい伐倒技術の教育を受けていない 

・伐木作業を行う作業指示者が不在 

・作業計画が無く安全作業指示書もない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントの体制が

弱い  

〇管理的要因 

・作業計画策定の事前調査不足で作業環境が把握されていない 

・作業指示者の選任と配置がない 

・作業マニュアルが無く、伐木技術教育を行っていない 

・日常的な安全衛生活動（ＫＹ・リスクアセスメントなど）体制がない 

対

策 

・［ガイドライン］の作業環境の事前把握と安全作業計画を策定して指示 

・小径木であっても［安衛則第 477 条］伐木作業等における危険の防止を徹底し、周

囲の確認、退避場の選定、受け口を設けて、追い口切りで、つるを残す伐木 

・正しいチェーンソー伐木指導 

・［安衛則第 477条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・安全衛生管理体制を整備し、組織的な安全対策の取り組み 

〇作業種類：チェーンソー伐木 樹幹が大きく右側に偏心していた伐木

（胸高直径 55cm、樹高 32ｍ）が追口下部

から５ｍ裂け上り、伐木者の頭上に落下

激突した 

 

〇誘因事象：幹割れ 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・伐倒前の立木状態の確認不足 

・偏心木・危険木伐木技術が未熟 

・割れ止め、追いづる切など知識不足 

・退避場の確認不足 

・退避タイミングの遅れ 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・偏心木・危険木伐木手順書の不備 

・偏心木であったため、割れ止め対策、追

いつる切りで伐木すべきであった  

〇管理的要因 

・作業計画策定の事前調査不足で作業環境が把握されていない 

・偏心木・危険木伐木の高度な技術教育がない 

 

 

 

２０） 事例 20＜斜面下方で造材作業中に造材木にはさまれ・巻き込まれた＞ 

 

 

・退避場の確認、作業前安全確認の徹底指導がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［ガイドライン］の作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・［安衛則第 477条］伐木作業における危険の防止を徹底 

・偏心木・危険木などの立木伐採は、よく観察して状況に応じた作業方法、手順を決

定して対応する教育 

・作業指示者のもと伐木作業を行わせるか、熟練者に任せるなど安全を確保した作業 

〇作業種類：チェーンソー造材 傾斜面上の風倒木処理のためチェーンソ

ーで風倒木を造材中に、造材丸太が斜面

を墜落・転落しはさまれ・巻き込まれた

（下敷き）  

〇誘因事象：造材木が転動 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・周囲の確認不足 

・斜面下方における作業禁止の認識不足 

・原木の転倒を防止する措置の省略 

〇環境的要因 

・作業計画策定による事前調査不足 

・急傾斜地に横倒した大径材造材 

・作業手順書などの整備指示がなかった 

〇管理的要因 

・作業計画策定の事前調査不足で作業環境が把握されていない 

・伐倒方向及び斜面下方作業の禁止行為の指示がない 

・安全衛生管理体制が実質上機能していなかった 

・ＫＹ活動、リスクアセスメント実施体制が弱い 

対

策 

・［安衛則第 480条］造材時における危険の防止を徹底 

・［ガイドライン］の作業計画の策定により周辺環境の事前把握 

・くい止め、歯止め等木材が墜落・転落し、又は滑ることによる危険を防止 

・安全衛生管理体制を整備し、組織的な安全対策の取り組み 

58



 

 

 

２３） 事例 23 ＜ウインチの繊維ワイヤーが切断して牽引木が回転し退避者に激突＞ 

 

 

〇作業種類：ウインチかかり木処理 スギ 24m が山側のスギにかかり木になっ

たため、同僚のウインチ付きグラップル

ローダで牽引したところ、ウインチの繊

維ワイヤーが切れて、かかり木が回転し

ながら下部斜面の退避者に激突 

 

〇誘因事象：墜落・転落 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・かかり木処理の経験が浅い 

・機械との共同作業で、安全を過信した作

業を継続していた 

・林業機械等の日常整備点検が甘い 

・かかり木処理指揮者がいない 

〇環境的要因 

・機械オペレーターと荷かけ者の無線連絡

等の整備がない 

・退避者及びオペレーターともに、退避の

方向・場所の未確認 

・作業計画書及び作業指示書がなく、作業

における明確な指揮命令系統もない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントを実施し

ていない 

〇管理的要因 

・責任者から明確な指示や注意がなく、作業の指揮命令系統が不明確であった 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業環境を把握していない 

・かかり木処理指示書及び指揮者が不在 

対

策 

・作業現場を事前に調査して安全な作業計画を策定 

・作業手順について、安全な退避場所の指示・退避確認 

・ウインチによるかかり木処理の安全作業手順を定め、関係作業者に周知徹底 

・安全管理体制を整備し、現場の安全管理を徹底 

・集材作業における災害の防止に関して安全衛生教育などの徹底 

 

 

 

55．． 伐伐木木作作業業にに関関すするる法法令令  

伐木作業の関係法令は、条文そのものではなく、より理解しやすいよう整理したもの

を記載します。 

なお、平成 31 年 2 月 12 日に次の法令の公布及び告示がされました。法改正などの詳

細は、厚生労働省ホームページ https://www.mhlw.go.jp/index.html 等で確認してくだ

さい。 

・労働安全衛生規則の一部を改正する省令（平成 31 年 厚生労働省令 11 号） 

https://www.jaish.gr.jp/anzen/hor/hombun/hor1-2/hor1-2-307-1-0.htm 

・安全衛生特別教育規程の一部を改正する告示（平成31年 厚生労働省告示第32号） 

https://www.jaish.gr.jp/anzen/hor/hombun/hor1-16/hor1-16-20-1-0.htm 

また、関係する次の通達が発せられています。 

・労働安全衛生規則の一部を改正する省令等の施行について（平成 31 年２月 14 日付け基発

0214第9号） 

https://www.jaish.gr.jp/anzen/hor/hombun/hor1-60/hor1-60-3-1-0.htm 

 

また、令和７年４月 15 日に労働安全衛生規則の一部を改正する省令（厚生労働省令

57 号）の熱中症を生ずるおそれのある作業の詳細は、厚生労働省ホームページ 

https://www.mhlw.go.jp/content/11303000/001476789.pdf で確認してください。 

 

 

55..11 作作業業主主任任者者のの選選任任  

事業者は、労働災害を防止するための管理を必要とする作業として、法令で定められ

た作業については作業主任者を選任し、その作業に従事する労働者の指揮、その他は決

められた事項を行わせなければなりません。（安衛法第14条） 

               労働安全衛生法（抄） 

（作業主任者） 

第十四条 事業者は、高圧室内作業その他の労働災害を防止するための管理を必要とする作業

で、政令で定めるものについては、都道府県労働局長の免許を受けた者又は都道府県労働局

長の登録を受けた者が行う技能講習を修了した者のうちから、厚生労働省令で定めるところ

により、当該作業の区分に応じて、作業主任者を選任し、その者に当該作業に従事する労働

者の指揮その他の厚生労働省令で定める事項を行わせなければならない。 

 林業関係で対象となる作業は、次のとおりです。 

              労働安全衛生法施行令（抄） 

（作業主任者を選任すべき作業） 

第六条 法第十四条の政令で定める作業は、次のとおりとする。 

三 次のいずれかに該当する機械集材装置（集材機、架線、搬器、支柱及びこれらに附属

する物により構成され、動力を用いて、原木又は薪炭材を巻き上げ、かつ、空中におい

て運搬する設備をいう。）若しくは運材索道（架線、搬器、支柱及びこれらに附属する

物により構成され、原木又は薪炭材を一定の区間空中において運搬する設備をいう。）

の組立て、解体、変更若しくは修理の作業又はこれらの設備による集材若しくは運材の

作業 
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２１） 事例 21 ＜機械との共同の伐倒作業で伐木が退避した作業者に激突＞ 

 

 

〇作業種類：機械との共同作業 伐木をグラップルローダで受け口方向に

押したところ、伐倒方向が約 60 度ずれて

退避していた被災者に激突 
〇誘因事象：伐倒方向が変化 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・退避場の確認不足、退避方向の誤り 

・林業機械立入禁止範内の共同作業 

〇環境的要因 

・機械の位置や伐倒の方向などに関する適

切な作業計画がない 

・責任者から明確な指示や注意がない 

・作業者の十分な安全確保がない 

・的確な作業手順がなく、作業における明

確な指揮命令系統がない  

〇管理的要因 

・責任者から明確な指示や注意がない 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業環境を把握していない 

・［安衛則第 151 条 95、96］接触の防止、立入禁止の理解がない 

・伐木等作業を行う場合の作業指揮者が不在であった 

対

策 

・［安衛則 151 条 95、96］接触の防止、立入禁止を厳守 

・林業機械・伐木作業の作業計画の樹立により周辺環境の事前把握 

・作業手順について、伐木方法選択・安全な退避場所の指示・退避確認 

・指揮命令系統や作業分担の明確化 

・伐倒作業における災害の防止に関して安全衛生教育などの徹底 

 

 

 

２２） 事例 22 ＜グラップルローダとの共同作業で伐木した時、幹が 4ｍ裂け上り、伐

木者の頭上に幹が落下して激突＞ 

 

 

〇作業種類：機械との共同作業 送電線が隣接する人工林の間伐で、送電

線を切断しないように、グラップルロー

ダで伐木方向に押しながら伐木した時、

幹が 4ｍ裂け上り、伐木者の頭上に幹が

落下して激突した 

〇誘因事象：幹割れ 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・林業機械立入禁止範囲内の共同作業 

・禁止行為を理解しつつ安全作業を省略 

・機械との共同作業であったため、安全を

過信した作業を継続していた 

・退避の方向・場所の未確認 

〇環境的要因 

・責任者から明確な指示や注意がない 

・作業計画書及び作業指示書がなく、作業

における明確な指揮命令系統もない 

・機械立入禁止や伐木時の立ち入り禁止範

囲の認識が曖昧 

・作業者の十分な安全確保がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントを実施し

ていない  

〇管理的要因 

・責任者から明確な指示や注意がない 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業計画書の作成・掲示を行って

いない 

・［安衛則第 151 条 95、96］機械操作者に接触の防止、立入禁止の理解がない 

・伐木等作業を行う場合の作業指揮者が不在であった 

対

策 

・［安衛則 151 条 95、96］接触の防止、立入禁止を厳守 

・林業機械・伐木作業の作業計画の樹立により周辺環境の事前把握 

・作業手順について、伐倒方法選択・安全な退避場所の指示・退避確認方法を明確化 

・指揮命令系統や作業分担の明確化 

・伐倒作業における災害の防止に関して安全衛生教育などの徹底 
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２３） 事例 23 ＜ウインチの繊維ワイヤーが切断して牽引木が回転し退避者に激突＞ 

 

 

〇作業種類：ウインチかかり木処理 スギ 24m が山側のスギにかかり木になっ

たため、同僚のウインチ付きグラップル

ローダで牽引したところ、ウインチの繊

維ワイヤーが切れて、かかり木が回転し

ながら下部斜面の退避者に激突 

 

〇誘因事象：墜落・転落 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・かかり木処理の経験が浅い 

・機械との共同作業で、安全を過信した作

業を継続していた 

・林業機械等の日常整備点検が甘い 

・かかり木処理指揮者がいない 

〇環境的要因 

・機械オペレーターと荷かけ者の無線連絡

等の整備がない 

・退避者及びオペレーターともに、退避の

方向・場所の未確認 

・作業計画書及び作業指示書がなく、作業

における明確な指揮命令系統もない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントを実施し

ていない 

〇管理的要因 

・責任者から明確な指示や注意がなく、作業の指揮命令系統が不明確であった 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業環境を把握していない 

・かかり木処理指示書及び指揮者が不在 

対

策 

・作業現場を事前に調査して安全な作業計画を策定 

・作業手順について、安全な退避場所の指示・退避確認 

・ウインチによるかかり木処理の安全作業手順を定め、関係作業者に周知徹底 

・安全管理体制を整備し、現場の安全管理を徹底 

・集材作業における災害の防止に関して安全衛生教育などの徹底 

 

 

 

55．． 伐伐木木作作業業にに関関すするる法法令令  

伐木作業の関係法令は、条文そのものではなく、より理解しやすいよう整理したもの

を記載します。 

なお、平成 31 年 2 月 12 日に次の法令の公布及び告示がされました。法改正などの詳

細は、厚生労働省ホームページ https://www.mhlw.go.jp/index.html 等で確認してくだ

さい。 

・労働安全衛生規則の一部を改正する省令（平成 31 年 厚生労働省令 11 号） 

https://www.jaish.gr.jp/anzen/hor/hombun/hor1-2/hor1-2-307-1-0.htm 

・安全衛生特別教育規程の一部を改正する告示（平成31年 厚生労働省告示第32号） 

https://www.jaish.gr.jp/anzen/hor/hombun/hor1-16/hor1-16-20-1-0.htm 

また、関係する次の通達が発せられています。 

・労働安全衛生規則の一部を改正する省令等の施行について（平成 31 年２月 14 日付け基発

0214第9号） 

https://www.jaish.gr.jp/anzen/hor/hombun/hor1-60/hor1-60-3-1-0.htm 

 

また、令和７年４月 15 日に労働安全衛生規則の一部を改正する省令（厚生労働省令

57 号）の熱中症を生ずるおそれのある作業の詳細は、厚生労働省ホームページ 

https://www.mhlw.go.jp/content/11303000/001476789.pdf で確認してください。 

 

 

55..11 作作業業主主任任者者のの選選任任  

事業者は、労働災害を防止するための管理を必要とする作業として、法令で定められ

た作業については作業主任者を選任し、その作業に従事する労働者の指揮、その他は決

められた事項を行わせなければなりません。（安衛法第14条） 

               労働安全衛生法（抄） 

（作業主任者） 

第十四条 事業者は、高圧室内作業その他の労働災害を防止するための管理を必要とする作業

で、政令で定めるものについては、都道府県労働局長の免許を受けた者又は都道府県労働局

長の登録を受けた者が行う技能講習を修了した者のうちから、厚生労働省令で定めるところ

により、当該作業の区分に応じて、作業主任者を選任し、その者に当該作業に従事する労働

者の指揮その他の厚生労働省令で定める事項を行わせなければならない。 

 林業関係で対象となる作業は、次のとおりです。 

              労働安全衛生法施行令（抄） 

（作業主任者を選任すべき作業） 

第六条 法第十四条の政令で定める作業は、次のとおりとする。 

三 次のいずれかに該当する機械集材装置（集材機、架線、搬器、支柱及びこれらに附属

する物により構成され、動力を用いて、原木又は薪炭材を巻き上げ、かつ、空中におい

て運搬する設備をいう。）若しくは運材索道（架線、搬器、支柱及びこれらに附属する

物により構成され、原木又は薪炭材を一定の区間空中において運搬する設備をいう。）

の組立て、解体、変更若しくは修理の作業又はこれらの設備による集材若しくは運材の

作業 
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２１） 事例 21 ＜機械との共同の伐倒作業で伐木が退避した作業者に激突＞ 

 

 

〇作業種類：機械との共同作業 伐木をグラップルローダで受け口方向に

押したところ、伐倒方向が約 60 度ずれて

退避していた被災者に激突 
〇誘因事象：伐倒方向が変化 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・退避場の確認不足、退避方向の誤り 

・林業機械立入禁止範内の共同作業 

〇環境的要因 

・機械の位置や伐倒の方向などに関する適

切な作業計画がない 

・責任者から明確な指示や注意がない 

・作業者の十分な安全確保がない 

・的確な作業手順がなく、作業における明

確な指揮命令系統がない  

〇管理的要因 

・責任者から明確な指示や注意がない 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業環境を把握していない 

・［安衛則第 151 条 95、96］接触の防止、立入禁止の理解がない 

・伐木等作業を行う場合の作業指揮者が不在であった 

対

策 

・［安衛則 151 条 95、96］接触の防止、立入禁止を厳守 

・林業機械・伐木作業の作業計画の樹立により周辺環境の事前把握 

・作業手順について、伐木方法選択・安全な退避場所の指示・退避確認 

・指揮命令系統や作業分担の明確化 

・伐倒作業における災害の防止に関して安全衛生教育などの徹底 

 

 

 

２２） 事例 22 ＜グラップルローダとの共同作業で伐木した時、幹が 4ｍ裂け上り、伐

木者の頭上に幹が落下して激突＞ 

 

 

〇作業種類：機械との共同作業 送電線が隣接する人工林の間伐で、送電

線を切断しないように、グラップルロー

ダで伐木方向に押しながら伐木した時、

幹が 4ｍ裂け上り、伐木者の頭上に幹が

落下して激突した 

〇誘因事象：幹割れ 

主
な
要
因 

〇人的要因 

・林業機械立入禁止範囲内の共同作業 

・禁止行為を理解しつつ安全作業を省略 

・機械との共同作業であったため、安全を

過信した作業を継続していた 

・退避の方向・場所の未確認 

〇環境的要因 

・責任者から明確な指示や注意がない 

・作業計画書及び作業指示書がなく、作業

における明確な指揮命令系統もない 

・機械立入禁止や伐木時の立ち入り禁止範

囲の認識が曖昧 

・作業者の十分な安全確保がない 

・ＫＹ活動、リスクアセスメントを実施し

ていない  

〇管理的要因 

・責任者から明確な指示や注意がない 

・［ガイドライン］の作業計画策定の事前調査不足で作業計画書の作成・掲示を行って

いない 

・［安衛則第 151 条 95、96］機械操作者に接触の防止、立入禁止の理解がない 

・伐木等作業を行う場合の作業指揮者が不在であった 

対

策 

・［安衛則 151 条 95、96］接触の防止、立入禁止を厳守 

・林業機械・伐木作業の作業計画の樹立により周辺環境の事前把握 

・作業手順について、伐倒方法選択・安全な退避場所の指示・退避確認方法を明確化 

・指揮命令系統や作業分担の明確化 

・伐倒作業における災害の防止に関して安全衛生教育などの徹底 
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